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水稲直播研究会会誌

(第  8 号 )

平成 11年 5月
も

水稲直播研究会



は し が き

会誌第 8号 では、現地情報 として北海道、岩手県、山形県、富山県での直播水
稲の取 り組みの様子 と、現在全国的に話題 になっている代かき同時土中点播法関

係のデータを掲載いた しま した。

北海道では、現在美唄市を中心に乾田直播が行われていますが、現状の点的存

在を線・ 面 と結んで拡大す ることをね らいとして「北海道直播稲作ネ ッ トワーク」

づ くりが行われてお り、その様子を紹介 します。岩手県は従来、 ほとん ど直播は

あ りませんで したが、今後の直播水稲の普及に向けて、農業キーテクノロジー等

確立実証モデル事業を核 として、直播水稲 に取 り組んでい く様子を紹介 します。

山形県は、比較的早 くか ら直播稲作 に取 り組み、直播の先進地 として知 られてい

ますが、その山形県で も最 も中心的存在である鶴岡地区の実態を紹介 します。富

山県は最 も着実に直播稲作が伸びている県であり、農業改良普及セ ンターが富山

県内重点地区でどのように活躍 されているか、その実態を紹介 します。

紹介 した 4道・ 県は、直播水稲の長 い歴史を持 っているところ、今か ら進めよ
うとしているところなどまちまちですが、それだけに直播水稲にかかわ りのある

方 にとって、参考になることと思います。

九州農業試験場総合研究第 1チ ームでは、点播機の開発 とともに、点播機 とか
かわる栽培法の研究、すなわち播種様式か らみた水稲の生態などの研究 も併せて

すすめてきま した。 また、機械の改良 に資す るため、点播機使用の実態 (平 成 1

0年度、青森県か ら鹿児島県 まで 44ヶ 所 )の アンケー ト調査を行い、その結果
をまとめてお ります。 これ らの資料を提供 して頂 きま したので、紹介 します。

貴重な資料を提供頂 きま した北海道、岩手県、山形県、富山県の関係者の皆様、

及び九州農業試験場総合研究第 1チ ームの皆様に、厚 く御礼申 し上げます。

平成 11年 5月

水稲直播研究会

会長  井上喬二郎
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平成 11年 3月 17日 に北海道庁において、「北海道直播稲作ネットワーク会議」

が開催され、次のような趣旨と構成で発足した。また、今後の道の直播稲作推進方向

や研究計画が提示された。

北海道直播稲作ネ ッ トワーク会議

1 趣旨
直播稲作栽培は、低コスト稲作技術のキーテクノロジーと位置づけられ、国立
。道立農試の双方で試験研究が行われており、技術的は既に完成の域に入り、10

年 8月 には本道で「全国直播稲作サミット」が実施されるなど、本格的な普及に

向けた段階となつている。

しかし、美唄市などでは比較的大きな組織的取組みが行われているが、道内で

の直播稲作面積は200ha程度と極くわずかであり、多くの地域ではまだ点的に試

験が行われている状況となつていることから、今後の普及に向けては、点の存在

を線 。面へと繋げていくネットワークづくりが必要となっている。

このため、次のとおり生産者及び行政・試験研究・普及機関などの直播稲作関

係者の情報交換の場として標記会議を設置する。

2 構成
生産者、市町村、農協等生産者団体、機械資材メーカー、国立北農試、

道農試、普及センター、道農政部、支庁他

も 運営
地域の代表者、試験場、普及、行政等から成る運営委員を選定し、同委員会の

意向に基づき運営を行う。

4 事務局
当面、道農政部農産園芸課を事務局とする。

5 活動内容
ネットワーク会議は、年 2回開催する。

夏期大会 (7月 頃):生産現場見学と意見交換 (現地)
冬期大会 (2月 頃):栽培成績発表と研修会 (札幌)
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1 全国における直播稲作
・世界の主要稲作国では、直播が多数派、移植は少数派

・我が国稲作のキーテクノロジー :直播

・増加しつつある直播と、技術的に乾田と

並んできた湛水直播

・生産者をはじめ、関係者が一同に会する

直播稲作サミット

2北海道における直播稲作
・いまだに、過去の捨て去られた技術と思われている直播

[北海道 農政部 ]

H5 H10 伸び率
全 体 117 ha 172 ha 147.0%

37 122 329.7

81 50 61.7

・ガリバー美唄とその他大勢
0実用化段階に達した湛水直播

・北海道の直播関係者に自信をつけるとと

もに、関係者に共通の目標を与えた第 5

回直播稲作サミット
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3直播稲作の普及推進に当たつての問題点
・平成 5年の経験の有無
。経営そのものの展開無しに、単位当たりの経費や労働時間等の比較だけで終わ

ってしまう地域の取り組み

・食味、食味の世の流れ

・面積に比較し、あまりに多くありすぎる直播技術

・農業者の関心はあるものの、情報の乏しい関係者

4北海道がめざす直播稲作と今後の展開
・現行の直播技術の高位平準化ときらら・ほしのゆめの直播栽培

,直播・移植兼用の良食味品種の開発と、より安定した栽培技術の開発による北海

道型の直播稲作技術の確立

・生産者を含めた直播関係者のネットワーク化により、点 → 線 → 面 ヘ

。地域の核となる組織づくり

・地域の取り組みを支援する推進事業
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H5 H10 伸び率
全 体 7,185ha 7,961ha 110.8%

4,750 4,313 90.8

2,435 3,648 149.8



平成10年度市町村別直播稲作栽培面積
(単位 :ha)
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市町村名 普及

面積計

(ha)

乾田

直播
湛水
直播

ニセコ町 8.0 8.0 8.0
*後志支庁計 8.0 0,0 0.0 8.0 8.0 0.0 0.0 0.0

北 村 3.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

三笠市 2.0 2.0 2.0

岩見沢市 0.6 0.6 0.6

美唄市 115.3 115,3 115,3 0.0 0.0

浦臼町 5.0 5.0 5.0 4.0 4.0

妹背牛町 20,7 3.0 3.0 17.7 17.7

秩父別町 4.6 4.6

沼田町 1.5 1.5 1.5

深川市 0.2 0.2 0.2
*空知支庁計 152.9 120.3 120.3 0,0 32.6 28.0 5.0 0.0 5.0

旭川市 3,7 3.7 3.7

鷹栖町 0,3 0.3 0.3

東神楽町 1,0 1.0 1,0

当麻町 1.5 1.5 1.5

3.6 3.6 3.6

*上川支庁計 10. 1 1.5 1.5 0.0 8.6 8.6 0.0 0.0 0,0

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
*日 高支庁計 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.5 0.0 0.5

**全道計 171.5 121.8 121.8 0.0 49.7 45,1 5.5 0.0 5.5
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平 成 4年 5年 6年 :  7年 1  8年 1  9年 10年
□ 乾 田 37 751 881    1061    134 122
ZZ湖書フk 63 81 791 79156! 63 50
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散播

条播

代かき

同 時

道立農試における直播栽培研究の取 り組みの状況

I。 今 までの成果

1.栽培
1)「水稲湛水直播栽培における落水出芽法」 平成 10年指導参考事項

<落水出芽法の作業体系>

直後
落 水 湛 水
10～ 15日 間

湛水
落水

落 水 湛

10～ 15日 間

落 水 湛

10～ 15日 間

2)「同追補―播種機の性能と湛水直播栽培の導入条件」 平成 11年指導参考事項

注 1)標準区画として長辺 100■、短辺は作業幅の整数倍で約30■で設定した。播種量 :乾籾 10kg/10a、

種子および肥料の投入時間は実績を参考として求めた。農道ターン旋回を前提とした。

2)総合評価は、O:実用化可能、△ :使用にあたり注意が必要、X:実用性低い

水

ヽ

水

耕起 施肥 砕土 代か き 播 種 出芽始め

耕起 施肥 砕土 代かき 播種 出芽始め

代かき
耕起 施肥 砕 土

播  種
出芽始め

苗立ちの

分  布 総合評価 :}
改良を要する点

播種機 速度
(■ /s)

作 業 作業

中冨
(■ )

#t
fEsrl
(s/h)

播種精度 出芽深度
(■■)

作業速度の向上

播種量分布の均一化
適土壌条件の検討

4.7～6.6
中央部が凹
の台形分布

○～△乗用型散播機 0。 46 9.6 106
出芽本数分布は中央
都以外ほぼ均一

出芽深度は変動

3.9～ 5。 3
条毎にやや

変動
0～△

播種深度分布の向上
側条施肥装置の検討
適土壌条件の検討

乗用型帯状散播機 0。 8 4.8 78
出芽本数分布は均一

出芽深度は変動

条間変動小 0～△
播種深度分布の向上

側条施肥装置の検討
適土壌条件の検討

打ち込み式
代かき同時直播機

0,7 3.5 58
出芽本数分布は均一

出芽深度の分布広い

表面出芽が多い

2.8～ 5.5

4.2 条間変動小 ○

開溝覆土装置の改良

肥料および種子ホッ
パの増量 。多条化に

よる作業能率向上

乗用型施肥条播機
(密条)

1,0 2.2 39
繰 り出し精度良好

出芽本数分布は均一

出芽深度条間変動小

条間の検討
軽量化

44

繰 り出し精度良好

出芽本数分布は均一

出芽深度条間変動小

5。 5～ 5。 6 条間変動小 ○～△
乗用型施肥条播機

(条間300日 )
16Ш作溝

0,8 3.0
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2.育種

表 1 直播栽培向けの有望系統の概要
系統名   出穂早晩  食味  試験段階  対象品種 備考

上育 430号

上育 432号

極早

早中

中止

上下

本 2

本 1

きたいぶき

ゆきまる

上育 436号

上育 437号

上育 438号

上育編 439号

空育 165号

1ヒ海 288号

1し海 289号

早中

極早

早晩

早中

早晩

早中

極早

上下

上下

中止

上下

上下

上下

上下

予 1

予 1

予 1

予 1

予 1

予 1

予 1

はなぶさ

きたいぶき

きらら397

はくちようもち

はなぶさ

ゆきまる

きたいぶき

低アミロース

大粒・加工用

編

低アミロース

低アミロース

■
ヽ

注)出穂早晩 :き たいぶき=極早、ゆきまる=早中、ほしのゆめ=中早

食味  :き らら397=中 上、ほしのゆめ=上下
試験段階 :本 2は奨決現地 2年 目、本 1は奨決現地 1年 目、予 1は奨決予備調査

II.次年度以降の取 り組み

北海道型直播稲作技術実用化事業 (国費補助、平 11～ 16年 )

1.低コス ト直播栽培技術の確立 (中央農試、上川農試 )
1)安定多収型直播栽培技術の確立
2)直播による良食味米栽培技術の確立
3)直播栽培における圃場均平化技術の確立
4)直播栽培米の品質評価と新用途の作出
5)直播栽培技術の実証

2.直播用良食味品種の緊急開発 (中 央農試、上川農試、道南農試 )
1)道央部向け直播品種の開発
2)道央部・道南向け直播品種の開発

i

｀`レ
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さらに、下記の道内 10地域の直播稲作の取組み事例が発表され、山崎総括専門技術員

の司会で問題点・疑問点等についての討議と技術情報の交換が行われた。

(1)ニ セコ米生産組合直播部会

(2)大 沼 ドリームファーム

(3)美 唄市水稲直播研究会

(4) 晩生内航空防除組合

(5) 妹背牛町稲作経営研究会水稲直播部会

(6) 秩父別町稲作経営研究会

(7) 沼田町直播研究会

(8) 当麻町直播部会

(9) 東川町新稲作技術導入研究会

(10) 江差町水稲直播研究会

2 岩 手 県

岩手県では平成 9年度より、農業キーテクノロジー等確立実証モデル事業を実施して

いるが、平成 11年 3月 12日 に盛岡市において、平成 10年度水稲直播栽培検討会が

開催され、「岩手県における直播栽培の推進について」、下記のような方針と平成 11

年度の事業推進計画が確認された。同時に、県内の岩手町・紫波町・矢巾町 。花巻市・

金ヶ崎町・平泉町の各実証圃の実証結果の検討と記念講演が行われた。

貴責塁嚇 :ハ
l樋鳳 敗9』雖 二〔上 K

低コスト稲作を推進するためには、大幅な生産費の低減と経営規模の拡大に結びつく革新技術の導

入が不可欠であり、その一環として、直播栽培技術の確立が重要な課題となつている。

また、新生産調整推進対策において、直播栽培が生産調整の一手法として認められたことにより、直

播栽培に対する農家の関心も高まってきている。

このため、本県においては、農業キーテクノロジー等確立実証モデル事業を実施し、地域に適応した

直播栽培技術を早急に確立するとともに、直播栽培の導入による低コスト稲作体系の実証を進めるもの

とする。

1 事業の内容

(1)各地域に適応した直播栽培技術を確立するとともに、低コスト稲作技術体系を確立する。

(2)本県における直播栽培に対する取り組みの考え方等についての「直播栽培推進方針」を策定す

る。

2 事業実施期間
平成9年度～11年度

-8-
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3 推進体制

県 (農業普及技術課、農産園芸課、農業研究センター、農業改良普及センター)及び県経済連が

連携し、役割分担の下に推進する。

なお、必要に応じて実証圃を設置する市町村、農業協同組合、担当農家の協力を得るものとする。

4 具体的推進方向

(1)直播栽培導入条件を明らかにするとともに、直播適応性品種の開発を行う。

(2)直播栽培技術を確立するとともに、実証固を設置する。

また、実証圃において現地検討会を開催し、各地域における直播栽培の適応性を検討する。

(3)研究成果及び地域における実証展示回の成績をもとに、直播栽培を組み入れた低コスト稲作技

術体系を確立する。

(4)実証圃の設置

岩手町 ―・方井地区 :湛水上中直播

矢巾町煙山地区: 湛水 上中直播
紫波町赤石地区 : 堪水上中直播

紫波町土舘地区 : 堪水上中直播

花巻市宮野目地区 :芽出し直播

金ヶ崎町西根地区 : 代かき同時打ち込み直播

平泉町長島地区 : 7甚水散播直播

5 関係機関、団体と役割分担

実 施 機 関 調 査 。 指 導 等 の 内 容

県経済連 。直播栽培技術体系の確立に向けた全般的な協力

農業普及技術課 ・農業改良普及センターとの連携による、各地域の直播

栽培普及性の検討

農産園芸課 ・事業推進会議の開催

。事業実施に係わる連絡調整及び取りまとめ

農業研究センター 企画経営

情報部

・直播栽培生産性調査

・直播栽培技術体系の作成、経営分析

農産部

生産環境

部

・直播適応性品種の開発

・直播栽培技術の確立

・直播栽培技術体系の作成

農業改良普及センター

実証圃設置

普及センター

・直播栽培状況の把握

。地域における直播栽培の普及性の検討

・実証圃の調査、栽培指導

。実証地域に適応した直播栽培法の検討

6 事業内容と予算額
(1)県推進事業 (補助率 国 1/2、 事業費 :5,000千 円 圃場均平と一体 )
事業推進委員会の開催。実証地区の指導及び直播栽培の技術、経営面からの評価・分析、普

及推進に当たつての検討.
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平成 11年度 特定研究開発促進事業課題推進計画書
(地域基幹晨業技術体系化促進研究)

岩手県

1.大課題名 :(1)土地利用型農業技術体系の確立
寒冷地北部地域における超省力水稲生産技術と地域農集システムの確立

2.中課題名 :着手県北上川流域地帯における水稲湛水点括直播栽培技術の確立

3.小課題名 :① (現地支援研究) 直播栽培技術の導入条件の設定

② (技術開発試験) 湛水点橋直接の安定裁培技術の確立

0(体系化実証試験)点播栽培技術の総合実証

4.試験研究の背景、目的及び方法
1)背景
(1)新食糧法の施行および 4年連続の豊作による大幅な余剰米の増加とそれに伴なう米価の大幅な
低下、農業労働力の大幅な減少や大区画回場整備の進展など大幅な省力化・低コスト化に向け、
直播栽培に移行せぎるをえない状況にある.

(2)直接栽培については、本県においても過去に開発研究を実施してきたが、直播邁応品種が無い
こと、出芽 =苗立ちおよび収量の不安定さが解決されなかった。

(3)着手県ではこれらの解決に向けて、芽出し籾ペースト播租法に取り組み、播種機械を開発し、
出芽期間の短縮・首立ち率の向上をねらいに研究を進めており、構種後の落水処理により首立ち
が向上することを明らかにしたが、ベースト資材調製への労力負担、播種精度、播種条件 (気象、
土壊、播種時期)による首立ちの不安定要因等未解決の面が多く、生産現場への技術普及には至
らない。

(4)そ こで、本県における過去の直接試験成績 (地域基幹研究含む)を取りまとめ、カルバー粉衣
種子を使用することを基本とした、海水直播栽培技術を指導現場に平成10年度に提示したが、首
立ちの安定化技術や倒伏回避技術等、生育安定化に向け解決すべき課題が残されている。

2)目 的

本研究では直播栽培技術を晨家実用レベルの技術とするため、寒冷地における直橋栽培の苗立ち
安定化および倒伏に強い点播栽培技術の確立により、生育・収量の安定化をはかり、播種作業の効
率化と栽培管理技術を体系化するとともに、直播栽培の導入可能地域及び経営条件を明らかにし、
点措栽培法の現地実証試験を行い、大規模稲作経営における地域営晨体系を維立する.

3)方法
(1)直播栽培導入のための技術条件を明確化し、理想的な営晨技術体系をシミュレートする。
(2)種子の前処理技術開発を主体に初期水管理、土壌適応性から出芽。百立ちの安定化を図る。
(3)点播機による効率的作業法を検討し、高精度株形成により、株支持力を強化した多壮 (複粒含
む)点播栽培法を凛立する。
(4)点播栽培に適した施肥 =摘害虫,雑章管理法を検討し、栽培技術を体系化する。
(5)開発技術の現地実証を行い、点播直接栽培導入による経営評価と営農モデルを確立する。

4)達成を見込む技術体系
(1)寒冷地における多粒点播直播栽培における生育 。収量の安定化.
(2)大規模水稲複合経営において超省力管理技術を導入した水稲直播栽培技術の体系化と地域営農
体系の確立.

`` レ
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6.試験研究の構成

試 験 研 究 課 題 名

研 究 実 施 年 度
担当機関 。研究室名 備 考

10 11 12 14

1.研究テーマ

(1)土地利用型農業技術体系の確立

大課題名 :

寒冷地北部地域における超省力水稲
生産技術と地域農業システムの硫立

中課題名 :

岩手県北上川流域地帯における水稲
湛水点播直播栽培技術の確立

(現地支援研究)
ア、直播栽培技術の導入条件の設定

(7)品種 e作期を組み合わせた直接導
入可能地域の設定

(イ)直播導入による経営構造の将来予
演1

(技術開発試験)
イ、湛水点括直婚の安定栽培技術の確
立

(ア)出芽・百立ちの安定化と初期生育
の斉一化技術の確立

(イ)点播栽埓の生育安定化技術の確立

(ウ)点措栽培における効率的作業技術
の確立

(体系化実証試験)
ウ、点播栽焙技術の総合実証

(ア)点据栽培技術の組立実証

(イ)実証技術の総合評価と地域営晨シ
ステムの確立

◎

0

〇

◎

〇

O

〇

◎

○

◎

O

O

◎

○

○

〇

◎

○

ハ
ノヽ

◎

〇

◎

○

○

〇

◎

○

0

◎

○

○

〇

◎

○

〇

岩手晨研セ農産部水田作研
究室

着手農研セ企画経営情報部
農業経営研究室

岩手農研セ農産部水田作研
究室、生産環境部土壌作物
栄養研究室

岩手農研セ晨産部水田作研
究室、生産環境部土壌作物
栄義研究室・病害虫研究室

岩手晨研セ農産部生産工学
研究室

岩手農研セ農産部水田作研
究室・生産工学研究室、生
産環境部上壌作物栄養研究
童・病害虫研究室

岩手農研セ企画経営情報部
長業経営研究室
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8。 県内の試験研究の推進体制

9。 フローチャート

農業労働力の大幅な減少・高齢化
大規模投資、担い手不足
複合経営
大区画口場整備の進展

定着条件の設定

問題点の
フィート・ハ・ック

JA花巻 部

花巻市晨林課
花巻地域晨薬改良普及センター

岩手県農政部農業普及技術課
岩手県農政部農産園芸課
着手県農業研究センター企画経営情報部長

〃      農共経営研究室長
′′     農産部長
″      水田衛 究室長
〃      生産工学研究室長
〃     生産環境部長
″      土醸作物栄菱研究室長
″      病害虫研究室長

着手県北上川流域地帯における水稲海水点播直播栽培技術の確立
(寒冷地北部地域における超省力水稲生産技術と地域営晨システムの確立)

背 景 目 的
大幅な省力・低コスト化
寒冷地E播の苗立ち安定化
生育 。収量の安定化
生産規模拡大のための技術体系確立

直橋栽培技術
導入による大
規模稲作技術
の開発、導入

導入条件

開発技術

¨ →

←…

1

ヽ

，

．
―

，

，

，

ｌ

ｌ

．
，

，

，

，

，

，

●

●

一

・
（
―
‐

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
１
¨

開発技術の

実証

問題点の
フィート・ハ
さ
ック

生産現場への技術普及

中→

現地支援研究

ア、直播栽培技術の導入条件の設定

(ア )品種 0作期を組み合わせた直播導入可
能地域の設定

(イ)直接導入による経営構造の将来予測

・大区面固場における
既往の栽培管理技術
・回場作業のシミルーション

技術開発試験

イ、湛水点播直接の安定栽培技術の確立
(ア )出芽・首立ちの安定化と初期生育
の斉一化技術の確立

(イ)点播栽培の生育安定化技術の確立
(ク)点播栽培における効率的作業技術
の確立

体 系 化 実 証 試 験

ウ、点播栽培技術の総合実証
(ア )点播栽培技術の組立冥証
(ク)実肛技術の総合評価と地域営農システムの確立

寒冷地直籍栽培技術体系
地域営農システム
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3 山 形 県

山形県からは、平成 11年 1月 12日 に県立農業試験場で開かれた「'99水稲直播

名人新春放談会」の概況と、鶴岡農業改良普及センターから「鶴岡市における直播栽

培のあしあと」についての情報を受けた。

水稲直播のコツ学び、拡大ヘステップアップ (山形県 )

「'99水稲直接名人新春放談会」と銘打った初の水稲直接研修会が、 1月 12日 (火 )

山形市の県立農業試験場会議室で開かれた。県内で直播に取り組んでいる実践農業者.市

町村、農協、県の試験研究機関ら約120名が参加した.

会では、先駆的な役割を果たし、水稲直播栽培技術に優れた 3人の実践者が取り組みを

紹介し、会場と意見を交換した^

発表した水稲直播名人は、下il諄喜好さん (55)=天童市北目、新野裕一さん (47)

=甚井市平山.河崎桂さん (44)=鶴岡市馬町。 3人は「果樹を主体とした複合経営だ

が、直播飛培に変えてからは.果樹により力を注ぐことができるようになり経営的にも安

定してきているり」「直播の米は、品質、食味とも移植栽培より劣ることはない。興味を

示している人に是非進めて、仲間を増やしていきたい。」「水稲直播栽培は、日本の稲作

りを大きく変えるものになりえる。地域営農や生産組織、作業の受晏託体系を変えるもの

である。」などと述 ^t、 省力化と低コストに結びつき大規模経営が可能となるコツを解説

した。

質疑の中で、県では、直播に適した品種の開発について山形 54号が現在最も期待され

ると紹介。また、カラスなどの鳥害の対処法、芽だし、播種方式、栽培管理についてアド

バイスした。

県農業技術謀によると、平成10年の水稲直播栽培戸数は592戸、面積は481ha

で、 12年度までに、水田面積の1%にあたる700haま で拡大する方針だ。また。県
は、平成 10年から鶴岡市で直播、移植、転作作物を組み入れた経営規模 20ha,農 業
者1人当たり年間労働時間2千時間、所得5百万円のモデル的営農の実証に取り組み、生

産者に広まっていくことを期待している。

-14-
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山形県鶴岡農業改良普及センター  古賀 千博

1.地域農業の現状
鶴岡市は庄内平野南部に位置し (図 -1、 2)、 面積 23,391ha、 人口 10万人の県内にお
いて 3番目に大きい都市で、農業は基幹産業の一つとして発展してきた。耕地面積は、6,710h
a、 耕地率は28.7%と 、県の 13,9%、 庄内地域の 18.3%に 比べ高くなっている (表-1
)。

農業粗生産額は、 1, 368千 万円<平成 9年度>でその中心となる米生産額は全体の58.6%
を占め、砂丘畑のメロンを主体とした野菜、果樹等の占める割合は27.1%と なっており、特に転
作が強化されてからは野菜、花きの伸びが大きくなっている (表 -2).

鶴岡市の位置 上
下

図 -1 酒田市

秋 田 躁

0
三川町

藤島町
日本海

A

羽黒町

櫛引町 晰

川

温海町 燎

朝日村

l=島 燎

表-1 鶴岡市の耕地面積 (平成 10年度) 単位 :ha

耕地計 田耕地 畑耕地

6。 710 6.420 6,140 5,350 569 567 413 150 6

(統計情報事務所資料より作成 )

表-2 鶴岡市の部門別農業粗生産額 (平成 9年度 ) 単位 :千万円

2.取 り組みの経過
(1)取 り組みと直播栽培面積の経過について

図 -2

`ヽ
ホ

富
　
　
　
ほ
　
　
　
瞑

1

ヽ
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Δ
月
山

１９

=上日 | 米 野菜 果実 花 き 畜産 その他

1,368 802 355 16 39 142 14

(統計情報事務所資料より作成 )
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鶴岡市における直播栽培の取り組みは、昭和40年頃、大泉地区で数年間、乾田直播が導入された
のが最初であった。その後、実施されなかったが、酸素供給剤、初期除草剤の開発により昭和60年
に鶴岡市農業協同組合青年部の事業として湛水土壌中直播を lha実施した。さらには、山形大学農
学部附属農場において散播による直播の試験が実施されているのを、近郊の農業者が関心を示し、平

成 2年に黄金地区で5人の農業者が取り組んだ.以降、毎年ほぼ同程度の実施面積であったが、①米
価の低迷等により直播に関心のある農業者が増えてきたこと、②耐倒伏性に強く苗立率が安定してい

る「はえぬき」が作付けされるになったこと、③各地区で取り組まれてきた農業者の実績等により徐
々に増加してきた。

また、平成8年度より実施された「新生産調整推進対策」により、直播栽培は慣行栽培と比較した
減収率が 15%以上で、県の転作カウントが 15%と みなされたことにより、転作の一部として直播
に取り組む農業者は大幅に増加した。特に、砂丘地の園芸地帯において増加が顕著であった。但し、

は種後の管理が十分に実施できず、収量が安定しないため取り止める農業者もみられた。

一戸当りの取り組み面積は、平成 7年まで50～ 60aと 試作程度に留まっていたが、経験を経る
につれ、安定した収量が確保されるようになっだ農業者においては、更なる転作強化のもとで直播栽

培面積を増やしてきている (表 -3)。
この結果、平成 10年には、鶴岡市で 143.4haと 県内の直播面積の33.4%を 占めるまで
に拡大した.

表-3 直播栽培面積及び戸数の推移

平成10年 平成 9年 平成 8年 平成 7年 平成 6年 平成 5年 平成 4年

直播面積   ha 143.4 117.0 121.1 39。 3 29。 4 1 6 0 15,7

直播取組戸数 戸 129 127 153 78 54 26 26

一戸当面積  ha 1.11 0.92 0.79 0.50 0.54 0.62 0.60

(2)直播栽培品種について
直播に取り組み始めた当初は、基幹品種であった「ササニシキ」や、熟期が早い「どまんなか」で

行われていたが、平成 6年には「はえぬき」が主流となった。また、平成 8年からは「ひとめぼれ」
や「あきたこまち」も導入されてきている (表 -4).

表-4 直播栽培品種の推移 単位 ;ha

平成 10年 平成 9年 平成 8年 平成 7年 平成 6年 平成 5年 平成4年

はえぬき

どまんなか

ひとめぼれ

あきたこまち

その他

81.3

31,8

15。 6

8。 6

6。 1

44.5

63.0

6.7

2.3

0。 5

96.3

21.3

1.5

2.0

0.0

36。 1

2,8

0.0

0.0

0。 4

24.6

2.0

0.0

0.0

2.8

1.2

11.3

0,0

0.0

3.5

0 5

6 5

0 0

0 0

8。 7

言十 143.4 117.0 121.1 39.3 29,4 16.0 1 5 7

(3)は種様式について
1)湛水土壌中直播
平成 5年までは背負動散による散播のみであったが、以降条播 (点播含む)の割合が、年 高々くな
っている。また、湛水土壌中直播の割合が高く、平成 10年においては99。 1%を 占めている。
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2)乾田直播
乾田直播は、平成 7年から取 り組んでいるが、面積は平成 8年の3.lhaを ビークに平成 10年
は 1.3haと 停滞している (表 -5)。

表-5 は種様式別の推移 単位 :ha

平成10年 平成 9年 平成 8年 平成 7年 平成 6年 平成 5年 平成 4年

湛水土壌中直播 142.1 115.5 118.0 37.5 29.4 16.0 15。 7

108.6

33.5

23.6

101.8

13。 7

11.9

107.0

11_0

9。 3

34

2

7

8

7

2

27.3

2.1

7.1

16.0

0.0

15

0

7

0

乾田直播 1.3 1.5 3.1 1.8 0.0 0.0 0,0

0

0

5

8

0.5

1.0

2.7

0 4

1.4

0.4

0 0

0 0

0.0

0.0

0

0

0

0

③.条 (点)播の割合は、湛水土壊中直播での割合を記した。

3.共同乾燥調製施設の荷受け状況
先に、直播栽培面積の増加について記したが、鶴岡市の水稲共乾利用率が75%程度と非常に高い
ことから、直播の面積拡大にあたっては、共同乾燥調製施設の荷受けも大きな位置を占めている。鶴
岡市農業協同組合には、共同乾燥調製施設が 11施設あり、うち8施設で、直播の荷受けを行ってい
る.各施設毎、年度当初に品種が指定され、このことが年次別作付品種の動向に影響を与えている (
表-6)。

表-6 共同乾燥調製施設における年次別直播品種の荷受け状況

A R.C.
B Co E。

C C.E.
D C.E。 E C.E. F C.E G Ro C. H C.E.

平成 10年

平成 9年
平成 8年
平成 7年
平成 6年
平成 5年

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき、どまんなか

はえぬき、どまんなか

はえぬき、どまんなか

はえぬき、どまんなか

はえめき、どまんなか、ひとめばれ

はえぬき、どまんなか

はえめき、どまんなか

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき、どまんなか

はえぬき、どまんなか

はえめき、どまんなか

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき

どまんなか

どまんなか

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき

はえぬき

4.直播専用播種機の導入状況
(1)湛水土壌中直播
1)条播
山形県庄内経済農業協同組合連合会では、平成 6年度より直播の普及拡大を図るため、K社、Y社
の条播機 2台を農業協同組合を通じ、希望者に無償 (平成 10年度は有償)で貸与し、平成 6年以降
2ha強で実施された。この結果をもとに、平成 8年に京田地区、平成 9年に栄地区、平成 10年に
西郷地区で、各 1台導入された。さらに、西郷地区の集団では、平成 11年度にも購入する予定であ
る。
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2)点播

九州農業試験場で開発された『代かき同時土中点播は種機』が、平成 9年に黄金地区で試験的に実

施された。平成 10年は黄金地区を中心に8ha程 度は種され、2ケ年の結果が良好であったため、
平成 11年度には集団で購入する予定である。

(2)乾田直播
不耕起直播は、平成 7、 8年に京田地区で試験的に実施された。平成 9年には、地区の農業者 3名

では種機を購入し、 lha程度で実施している。
無代かき作溝直播は、山形県立農業試験場で開発したは種機は、苗立率が不安定であったことによ

り、平成8年で取り組みは終了した。その後平成 9、 10年には、M社で開発されたは種機により、
大泉地区で50a実施されている (表 -7)。

表-7 専用播種機の導入状況

地区 /'- tJ - 条数 播種様式 備 考

平成 11年 黄金

西郷

S社
Y社

8
6
条

条

点播

条播

研究会で購入。

平成 10年 西郷 Y社 6条 条播

平成 9年 栄

京田

Y社
M社

6条
6条

条播

不耕起

研究会で購入。

研究会で購入。

平成 8年 京 田 K社 6条 条播

5,技術指導の体制
鶴岡市では、市農政課で「鶴岡市良質米改良協議会」を組織しており、栽培研修会 。成績検討会、

先進地視察研修会の開催他、ほ場巡回を定期的に開催している。その他、鶴岡市農業協同組合の支所

単位にも栽培研修会やほ場巡回を実施している。普及センターも会合や巡回のおり出席し、山形県立

農業試験場庄内支場と連携し、収量を安定させる栽培のポイントや当面の管理技術の指導等を行って

いる (図 -3)。 また、普及センターでは、直播栽培全農業者を対象に、『水稲直播情報』を定期的
に発行し、農業者に対し技術の周知徹底を図っている。

図-3 技術指導体制図
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6.普及が取り組んだ課題と成果、残された問題点
(1)湛水土壌中直播
平成 6、 7年、西郷地区において、山形県立農業試験場とともに、大区画・直播栽培技術体系の導
入条件の解明について調査を行った。その後、直播栽培面積の増加に伴い、平成 9年より、直播調査
ほ<散播>を設置し、生育の把握により当面の指導資料等に生かしている。また、は種様式も条播並
びに点播が年々増加しているため、直播調査ほ<散播>に加え、平成 10年には、条播と点播の調査
ほを設置した。

これらの結果と、他町での直播調査ほのデータ等をもとに、管内の関係機関・団体で構成する「鶴

岡地域ベストライス生産対策推進協議会」では、直播の基幹品種である「はえぬき」に限定して、『
直播は種様式別栽培手引き書』を作成し、直播栽培農業者の栽培指針として活用を図ってもらうとと

もに、今後の直播指導の核にしようと考えている。

また、今年度より西郷地区で主要な農業機械を共同利用している5戸の集団を対象に、20ha規
模<水稲移植 :8ha+水 稲直播 :7ha+転 作大豆 :5ha>の 実証ほを設け、稲作では機械移植
に直播栽培を組み合わせるとともに、転作に大豆等を導入して、低コストで高能率なモデル的営農<
年間労働時間 :1.500h/人 、農業所得 ;500万円/人 >を関係機関・団体と連携し実証に取
り組んでいる。

(2)乾田直播
平成 7、 8年より京田地区において不耕起直播及び無代かき作溝直播の実証ほを設置した。この結
果、無代かき作溝直播は取り止め、成績が良好であった不耕起直播を継続することにした。なお、実

証ほは継続させ、データの蓄積を図り、指導等に活用してきた。

今後は、湛水土壌中直播だけではなく、乾田直播のメリットを明確にするとともに、安定した収量
が確保されるよう指導を図る。

7.今後の取り組み方向
当普及センターでは、直播栽培を普及するにあたり、心掛けていることは以下のとおりである。
・安定収量のため、栽培技術の充実を図る。
・は種様式別の特徴を明らかにし、経営形態別の導入指針を作成する。

今後とも、水稲の直播栽培の普及拡大及び定着が、稲作経営体の規模拡大や省力・低コスト化に結
び付くとともに、労働時間の短縮並びに他産業並の所得が確保される経営体が一つでも多く育成する

よう取り組んでいきます。

4 籠書
｀
LL]野譲

富山県では、毎年直播栽培現地巡回検討会が行われているが、平成 10年は8月 11

日に、農業技術センター作物部・県内各普及センターの関係者が参加して、川口専門技

術員の案内で大門町・高岡市・入善町
0大山町の現地を巡回した後、農業技術センター

において生育経過・技術対策等について討議が行われた。

巡回した現地の状況は次のとおりであった。

1

ヽ
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水 稲 直 播 栽 培 現 地 巡 回 資 料

1998. 8. 11

1.直播水稲の生育状況 (7月 17日 現在)

(1)草丈は全体の平均で 74.8cmで あり、昨年の同時期とほぼ同程度となった。ま
た、播種時期による差は小さくなった。

(2)ぶ当たり茎数は477本 で、昨年よりもやや少なくなった。

(3)葉齢は 11,2で 、昨年より0。 4進んでいる.また、 4月 播種は 11.6で 5月
6日 以降の播種より0.8進んでいる.

(4)群落葉色は3.7で昨年よりも0。 4低くなっている。また、播種期の遅い回場ほ
ど葉色は濃くなっている。
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鮮
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図 1草丈の推移
7/:5 6/5   0/16   6/25    7/5

図2茎数の推移
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図3葉 令の推移
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図牛葉色の推移
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2、 地上部話器官の状態

4月 22日 播種と4月 30日播種の直播コシヒカリの下位節「1と上位葉身長をみたとこ

ろ、いずれの播種期でも第 5節間は短めであった.ただし、4月 22日播租では伸長中の

第 4節 1瑚 (N3)が 8cmに 達しているうえ、第 3葉 (B3)も かなり長めであつた。ま

た、 4月 30日 播租も第 3葉は長くなっている。

83

疇‐

(4ょlι ..・、リ

聰

(44.ι
●い

(響9、夕〕
e"′ ) Bl‐

0■ +“・ ,
Ba

D: D:

N4(0、 901mリ
N3 N+ (l.1cr"r)

(8、 嶽十")

4月 22日 播種 4月 30日 播種

図 5 コシヒカリの主得の模式図 (農試回場)

注)7月 18日調査
3、 出穂期の生育状況

(1)8月 7日現在で出穂期を迎えた回場は、 4月 20日 ～5月 6日 に播種された。
(2)草丈は99.8cmで ほぼ昨年並みとなった.
(3)34回 場の平均で、耐当たり穂数は390本でほぼ目標通りとなった。平成 8、 9
年に比べ少ないのは、本年の播種量が過去 2年間に比べ少なくなり、苗立ち数の適
正化が図られたことが原因のひとつと思われる.

(4)葉齢は 13.0で 、昨年より0。 2少なくなった.
(5)葉色は4.3で 、適正に誘導された.

年度   調査点数
(kg/10a)(本/ポ)  ( cm)(本 /パ) (葉) ( 落)(月 /日 )

Ba

N3

1

ヽ

平成10年

平成9年

平成8年

■
■
Ｑ
Ｖ 3.1

3.6

3,9

77.3

86.9

113.0

99.8

99,0

396

418

460

13.0 4.3 3/4

8/14

8/14

55

注)本年は8月 7日現在で出租期を迎え

13.2 4.2

平均
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4、 今後の技術対策

病害虫の発生防止、間断灌水の徹底と適正な収穫・乾燥・調製で高品質・良食味に仕上げる。

1、 間断灌水の徹底、的確な丞管理により登塾期間

`2担

の活力を維豊上、品質向上を図る。

(1)間断灌水は収穫の 5～ 7日 前まで続け、早期落水は絶対に行わない。
(2)フ ェーンが予想される場合は事前に多めの灌水を行う。

(3)ただし、強雨などによる余剰な水は、速やかに排水する。

2、 病害虫の発生奎.堕止し、墨真塑重壁糞墾墜二
(1)出穂後の基本防除を徹底するc

カメムシ類による斑点米の発生を防ぐため、薬剤散布に当たっては、畦畔や付近の雑草地にも

薬剤がかかるようにする.

(2)カ メムシ類の本田への侵入密度が高い地域では、傾穂期防除を行い斑点米の発生を防止する。

なお、出穂後の水田周辺部の草刈りはカメムシ類の水田侵入を助長するので、避ける。

(3)梅雨明けが遅れ連日降雨が見られるので、穂いもち防除を徹底し、被害の発生を防ぐ。

(4)ト ビイロウンカの発生がみられるので,今後の動向には十分注意する。

3、 _i菫二主」」EII:≧_li型 :、」:!]型」:塾_Ll」:li重≦21:]_上生』区L`ζiュ_
(1) 「刈取適期判定板」を活用し、籾黄化率 85～ 90%で の適期刈り取りの徹底を図る。

(2)ヤケ米防止のため、刈取った籾は4時間以内に乾燥機に入れ送風する.

(3)穂の褐変が多いほ場では、畦畔沿いの稲は別刈り、別扱いとし、褐色米の混入を防止する。

斑点米など品質の悪い籾については別集荷を行い、品質の低下を最小限にとどめる。

(4)玄米水分は15。 5%を目標に仕上げる。 14.5%以下の過乾燥米は絶対に出さない。
①水分計は点検・整備を必ず受けてから使用する。

②初期水分が高い場合 (25%以上)は、45℃以下の低い乾燥温度で乾燥する。
③水分が17%以下になつたら、こまめに水分チェックを行い15.5%の適正水分に仕上げる。
④登熟が良好で青米の混入割合が少ない場合は、乾燥後水分が低下するので、自動水分計による

停止水分を15%以下にしないよう特に注意する。

(5)籾摺りでは肌ずれが起きないよう、穀温が十分低下してから籾摺 りを行うとともに、ロール間

隙等に十分注意する。

(6)調製、選別作業に当たっては 1.8 5mmの フルイを使用するとともに、機械の能力に見合った
玄米流量を厳守して、選別精度を高め、屑米ゼロ、整粒歩合80%以上の高品質米に仕上げる。

生_豊曲L施設等の適正使用
(1)荷受けが移植栽培に引き続き行われるので、事前に地域毎の刈取り計画を樹てておく。

(2)秋の農作業安全運動は、 8月 20日 から10月 20日 まで実施されるので、地域ぐるみで作業安全に
心がける.
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「大規模 ほ場 にお ける直播栽培の集団的取 り組み」

氏  名   棚 田営農組合  代表 門 田博信
(射 水 。新 湊地域水稲 直播栽培研究会 )

住  所    大 門町側 田 195
連絡 先 の電話番号   0766-52-1203
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直播実施 ほ場 の概要 と管理
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倒伏軽減剤  7/30 盛土部  スマ レク ト粒剤  3kg/10a

①_._3_p_4_ _④ ____4_■ ■ ⑦  50a

② 40a ⑤……4 na ③  60a

③ 50a _⑥ _____4_■■_ (D_____員 _9_■ _

(2)

(3)溝 掘 り
6/ 8 乗用 2連

5 生育調査結果
麦跡
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ベ
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草
６
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除

LPSS新 コシヒカリ2号 (均平したほ場 )

7月 15日

8月 5日

月 日

期

期

期

成形

穂

熟

穂幼

出

成

階段育発

調査日 草 丈
(cm)

茎数
(本/耐 )

葉 齢 葉 色

6/8 3 4. 8 455 7.5 4.3

6/18 41 3 5 0 5 9,3 4.5

6/29 55。 8 653 10。 3 4.5

7/8 69.5 479 ll.4 3,8

7/17 79。 1 479 12.1 3.0

7729 90。 7 409 13「 3・ 3.5

出穂期 loo.3 409 13.3 42

発育段階  幼穂形成期
・
出 穂 期

成 熟 期

7月 11日

8月 4日

月 日

調査日 草 丈
(clo)

茎数
(本/ボ )

葉 齢 葉 色

6/8 32.6 535 7.0 4.5

6/18 627

6/29 55.5 766 9.6

7/8. 65。 9 518 10.4 3.9

7/17 76.4 518 11。 3

7/29 85。 3 446 3.5

出穂期 99.8 446 12.5 43
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ロ

弟 Э 万

平成 10年  7月  23日
高岡市直 播 推進協議会

高岡農業改良普及センター

序状況 (コ シとカソリ

水稲の生育は全体的に早回っており、一般移植田については、平年より5日 程度早

い 7月 8日 頃に確認できました。直播については、播種日による違いはあるものの、

7月 14日 から幼穂長2mmが確認できます。
直播は播種深度が浅く、稗が細いことから、普通栽培のものより倒れやすいのが特徴

です。順調に生育してきた直播栽培の稲を絶対に倒さないと心に決めて、慌てず穂肥を

施用してください。

当 面 の 管 理  盤 笙 璽
幼薇形成覇燃職撼 慌てず、焦らず、稲の姿をじ～っくり観察してから★

播種日 幼穂形成期

17月 :li41日
1

.～ 1161日 11::
| 11 ■ 1.ll:t=|:■

5月 4日
7月 :‐ 115・日

|

～ 17日

5月 9・ 10日
71月 18日

～20日   :

生幽愛激

1草丈長め
2葉色は差激

(7月 16日調査)

t

ヽ
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農協・支所名 農家名 播種日 播種様式 首立本数′ぼ 葉令
草丈
cm

茎致

/ぼ
葉 色 幼形期

高岡市・二塚 小栗 誠 5月  1日 条播 73. 3 10.9 74.1 512 34 7′ 14

高岡市・二塚 西部 広志 5月  1日 ラジヘリ散播 67. 0 ll.2 80.5 520 38 7′ 15

高岡市・二塚 舘 勇将 5月  1日 ラジヘリ散播 70. 0 11.4 75.4 630 38 7/14

高岡市・二塚 大沢 幸勝 5月  4日 条播 74. 3 10.4 68.0 455 38 7′ 15

二1月:lil日 らヽ|141:自暴鍾|め辛絹 |ワ 1111:1:2:
:11110 74.5 529 3.7 7′ 15.

高岡市・二塚 私市 政信 5月  9日 *ffi <-xl 82. 5 10.4 71.4 520 39 7ノ20

高岡市。二塚 林 清 5月  9日 条播 70. 0 10.2 70.9 469 3.8 7′ 18

高岡市 ,佐野 中崎 一臣 5月  9日 *ff r-*r 68.6 10.7 73.4 500 41 7′ 19

高岡市・福田 盛野 徹之 5月  9日 条播 85. 8 10.5 72.4 436 3.5 7/19

中田・般若野 北陸営晨組合 5月  9日 条播 93. 1 10,7 73.0 464 41 7′ 18

北睦営農組合 5月  9日 条播 76. 9 10.1 67.9 409 43 7ノ22

戸出・北般若 常木 孝一 5月 10日 条播 90. 8 10.6 74.1 441 41 7′ 19

ド傷::‖|口|が溶:|:驚|ビ1活彗り黎彗 :13::11::I:11
・1015 薔:0: 463 4,1 7ノ 19

精向帯1誉:お嵐蒸ほφ辛綸 1717:|151 」0お :

リウ:101 492 410 7ノ 18

幼穂 lCmの時の稲の姿
(幼穂形成期から6日後)

1回 目の穂肥の

施用時期

施用量 2回 目の

穂肥の目安
葉色 草丈・稲の姿 追肥化成 40号

3.5程度

80c m以下
姿勢が良く、稲が

ビンと立っている

幼穂形成期から

9日後

8kg～
10k g

1回 日から

1週間後
10kg

3.5～

3,7
80～85 c rn程度

姿勢が良い

幼穂形成期から

9´-10日後

4kg～
5kg

(ムラ直し程度 )

1回 目から

1週間後
7～ 8kg

3.7～

4.0

80c m以上
メラメラしている

幼穂形成期から

2週間後
(稲の姿をみて)

Okg～
7kg

2回 目施用
なし

■

日

●
Ａ
Ｚ
Ｉ

月５

1  . ..__.1:

_.‐ 1



対象病害虫 農薬名 防除時期 (予定)

葉いもち・紋枯病
モンカットラフ
・サイト
゛
フロアフ
゛
ル

800cc/10a,6倍
8月 4日 頃～

いもち病・紋枯病、

ウンカ ・ヨコハ
゛
イ・カメムシ

カスラフ
゛
サイドソ
゛
ル・スミハ・ッサ乳剤

800cc/10a= 8倍
8月 18日 頃

病害虫防除 :生育に合わせた適類の防除を行うてください。

液剤 (無人ヘリコプター)対応 :二塚地域のみ

天候等によって日が変更になる場合がありますので、ヨロシク!

粉剤対応 (5月 9日播種のものを標準として)

永管理

登熟の向上を図り、品質の良い米づくりをしましょう。

登熟向上のポイント

直播は、播種深度が浅く、上根に依存する部分が

大きいので水管理は稚苗移植よりきめ細かく行って

ください。→間断潅水の励行

生育|こ
曾わせた
防除を
してね

足ゐ

ヽ

ら
い|

ア

|うえiだ
。
'破
‐

.

ヽ

ヽ

ソ弟藝委‐、

資レマ
ンク
に/9月 下旬のメ||り 取 りまで、稲の機能を維持させましょう。

旦幽堅之量勉底盤墓生【
播種方法や水管理、土壊による違いはあるものの、現在のところ、穂肥のやり方によっては倒さずに収穫を 、`

迎えることができると思われます。しかし、ほ場全体に草丈が長く、分げつが旺盛でメラメラしているほ場で

は、農協・普及センターと検討のうえ、倒伏軽減剤を施用してください。

散布時期 :出穂 7日 ～20日 前 (早すぎると穂が短くなります)

薬剤  :ス マレクト粒剤
施用量 :3kg/10a(薬 害が出やすいので、量には十分に注意してください)

推進協議会東●
=鷲
|ぎたド

今年度、高岡市管内では前年より3倍以上の直播栽培面積となり、たくさんの仲間が増えま

した。多くの試験を行っていただいたり、意見交換も活発になりました。感謝申し上げます。

現在試験中の結果を有効に活用し、次年度に結び付けていきたいと考えています。今後とも

よろしくお願い申し上げます。
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対象病害虫 農薬名 防除時期 (予定)

葉いもち・紋枯病
ピームモンセレン粉剤DL
4k g/10a

出穂直前

(8月 8～ 10日 頃)

いもち病・紋枯病、

ウンカ ・ヨコハ
゛
イ・カメムシ

ラフ
゛
トレハ
゛
リタ
゛
スミ粉剤 DL

4k g/10a
穂揃期

(8月 18～ 20日 頃)
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=代 かき同時土中点播直播栽培技術の確立 :2年 目=

1、 背景 とね らい

規模の拡大を指向する農家にとって従来の稚苗移植体系では、労力的な負担が大きく
なるばか りでなく適期作業に支障を来たす恐れがある。そこで、限 られた労力で無理な
く規模拡大が可能な技術として新たなは種手法を用いた直播栽培を昨年から試みている。
昨年の直播栽培では、①は種作業の感触  ②苗立の状況  ③生育の経過  ①倒
伏 しない稲体への誘導などについて、農家に好印象を与えた。 しか しなが ら、収量的に
は穂数不足等により 10a当 た り4 2 0kgと なった。
そこで取 り組み 2年 目としては、早期は種による早期分げつで、ポ当た り穂数 (苗 立
数)等 の確保 を図 りながら、単収の向上を目指すなど、代かき同時土中点播機使用の直
播栽培技術確立を図る。

2、 実証重点課題及び対策技術

収量向上をね らった、代かき同時土中点播機使用による直播栽培技術の確立

3、 土中点播直播等試験ほ場及び面積

(1)場 所  入善町欄 山・入善町青木 '入 善町上原 。入善町入膳 ・入善町新
´
屋

(2)面 積  60a   60a   60a   60a   306a
4、 耕種概要                           → 計 546a

(1)ほ 場条件

(2)品   種

(3)は   種

コシヒカ リ

は種様式・

沖積,乾 田, SL  前作物 水稲

は 種 量

代かき同時土中点播方式 :546a(入 善町全体 )
(1回 の打ち込み粒数が、 9～ 10粒 と、 5～ 6粒 の打ち
込み装置を使用 ――一―→ 巡回ほ場は、 5～ 6粒 装置 )

乾籾  3.3 kg/1oa用 意 し、乾籾 2倍量でカルパーをコー
ティングす る。同時にタチだレエース粉剤を乾籾量の 3%コーティンク・

`ヽ

(4)は 種 日 5月 5日

(5)方恒

肥は、は種前 日に施用 し、は

)は 、N成 分量 kg/10a
に代か きハ ローによつて、ほ場にす き込 まれ る。

lく 10a

※

※
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三要素計穂   肥
出 穂 P K

耕起前 基肥

は種の

前 日

中間追肥

15日 7日

N
区 肥料名

25
(30)

∩
）

０́

3.0

3.2

4.5

0

4.0

4.0

珪酸石灰

燐加苦土安特 3号
(12-18-16-∠ 1)

NK化 成 C12号
(16- 0-20)

160

0

6)

6.2 4.5 8.0合  言十



5、 作業体系

は 種 作 業
耕起 一→ 荒代 一→ は種前 日～当日基肥散布 。5 cmほ どの湛水状態で代かき同時は種
(ロ
ータリ) (ロ ータリ)  (燐 加苦土安特 3号 ・代かきロータリギ直播装置 )

除草剤散布 一→ 葉いもち予防 一→

オリセ
゛
メート*立剤

一→ 出穂直前防除 一→ 穂揃期防除

6、 雑草防除 ・病害虫防除
・除草剤    :は 種後 9日  キ ックバイ l kg粒 剤

:ク リンチャー l kg粒 剤の散布 (キ ックバイ l kg粒 剤の散布遅れ と、
キックバイ l kg粒 剤の一回処理では ヒエが残 る )

。葉いもち予防 :6月 18日 ～ 20日  オ リゼ メー ト粒剤
。今後の病害虫防除は、稚苗移植栽培に準ず る (走 り穂時期～穂揃いの粉剤防除 )

7、 は種後の水管理
・落 水■は種の翌 日か ら、 8日 後まで (ほ ぼ除草剤散布前 日まで )
。その後 :6/26頃 か ら中干 しに入る

8、 その他、現在までの失敗 ?状 況など

(1)鳥 による食害 と、落水出芽

・雀による被害あ り。落水管理 (落 水出芽)の 見極めの難 しさ。
代かき同時土中点播方式によるは種:で は、種籾の露出が少な く、は種当 日～出芽
初期まで雀の被害は非常に少ない と感 じられた。
しか し、その後の入水時期については (雀 の被害の防止のため)、 難 しく感 じた。

どうしま しょう :①不完全葉の出芽の長 さで入水時期 を見極める ?
② 出芽揃いの程度で見極める ?

・除草剤使用時の入水当 日に、カモによる被害があった。 (入 善町の 1ほ場で )

(2)代 かき同時土中点播機使用によるは種について

'は 種時の水深程度によって、は種深度が極端に深 くなったためか、発芽不良とな
った箇所があった。
特に発芽不良の多かった所は、は種前 (は種前 日～当 日)に 代かき したほ場で、
水深が深い箇所であった。
しか し、荒代 (普 通 ロー タ リ使用)だ けのほ場では、水深が深 くても出芽不良は
ほとんど気にな らなかった。
(荒 代のみでは、水深 を深 くしない とは種深度が確保 できず、種籾が露出する場
合が多い :昨年の失敗 より)

水深や、は種前の代かきの有無 と、 さらには、荒代や、代かきの時期 (は 種前
日数の関係 )等 などと、は種深度 との関係については明確な基準が無い。
さらに、土壌条件によってもは種深度に違いが現れ ると思われ る。

・ 10a当 た りは種量、ポ当た り苗立ち数、 1回 の打ち込み粒数、打ち込み間隔
(株 間)等 による生育の違いは、大きく収量の違いになつて現れ ると思われ るの
で、一番興味のある点であるごそれ と合わせて、は種時期の検討 (早 期は種 )で
の初期の生育量確保が どのよ うに関わって くるか。今後の課題 である。

中 間 管 理 作 業
は種後 8日 間程度の 一→ 入水 ―→

田 干 し

-28-
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平成 10年  水稲直播栽培生育状況 (入善町)

草 丈

ポ当たり茎数

葉 令

葉 色 葉色板)

幼徳形成期

(幼穂長2n‖ 11)

散播 (無人ヘリ)  7.16

出穂期

-29-

5.26

草丈

crn

6.08

草丈

cm

・
6.17

草丈

cin

6.26

草丈

crn

7.08

草丈

crn

7.17

草丈

c nl

7.27

草丈

cm

出穂期

草丈

cm

戒熟期

得長

cnl

穂長

cm

散播 (無人ヘリ) 18,1 29.1 37.9 70.4 78.2 86.2

点播 17.2 26.7 36.3 69.9 76.4 84.6

苗立ち

本数

/話

5.26

茎数

/Π f

6.08

茎数

/ポ

6.17

茎数

/ポ

6.26

茎数

/ポ

7.08

茎数

/ポ

7.17

茎数

/ポ

7.27

茎数

/ポ

出穂期

茎数

/ポ

散播 (無人ヘ リ) 79 116 368 660 880 812 656 550

点播 76 119 331 581 774 719 601 515

5.26

葉令

L

6.08

葉令

L

6.17

葉令

L

6.26

葉令

L

7.08

葉令

L

7.17

葉令

L

7.27

葉令

L

出穂期

葉令

L

散播 (無人ヘ リ) 3.6 6.1 7.9 10.7 11.3 2.

点播 3.8 6.1 7.9 10.5 11.1 11.9

6.08

葉色

6.17

葉色

6.26

葉色

7.08

葉色

出穂期7.17

葉色 葉色

散播 (無人ヘリ) 4.3 4.5 4.0 4.2

点播 4.3 5.0 4.8 4.3 4.0

ほ場面積 基肥

N量

追肥

N量

は千重日

は種量

乾籾重

(kg)

苗立ち本数 (本 )

散播は0.25ポ

点播は 2m間

苗立ち

率

(%)

は種

深度

(cm)

散播 (無人ヘリ) 散播 24a 3.0 0.0 5.05 3.1 19,8 69.0 0.6

点播 点播 28a 3,0 0.0 5,05 3.0 46.0 67.1 1.0

1回 日

(111肥

施用 日

施用量

kg

施用量

N量

2回 目

f.燎肥

施用 日

施用量

kg

施用量

N量

7.30 9.0 1.4

7.30 9.0 1.4点播 7.19

ヽ、

50 0I

47.51

i

9.21
l

9.01

l

5.01



水稲 直播栽培 現地 検討会資 料

大山  ～ 新技術確認 ほ ～

1、 課題名  水稲湛水土壊中直播 にお ける作 期前進につしヽ て

2、 実証重点課題及 び対策技術

平成 10年 8月 11日

(1)実 証課題 湛水土壊中直播きにおける、コシヒカリのは種時期の違いが登熟に及
ぼす影響について。

(2)対 策 技術 ア、は種を早期化し、出穂を現状より早め、登熟期間の気温を確保す
ることによつて、登熟の向上による、収量及び品質 。食味の向上を

図る。
イ、 移植この成熟期の差を小さくすることによつて、収穫作業の円滑
化を図る。 (別 紙 1)

婦

(3)区 の設定
区  分 は種時 期

慣行 区 5月 9日

試験区 4月 29日
―笙壼二三三二三二二理ユ__________=Tユ

il餞

3、 設置場所及び担当農家名

(1)設 置場所  大山町三十苅 93-1の 2、 3 (2)担 当農家   岡田 貞夫

4、 耕種概要

(1)ほ 場条件 土性  SL前 作物 水稲      (2)供 試品種    コシヒカリ

(3)は 種様式   湛水土壊中直播 (条播 )

(4)は 種月日               試験区

カルバーコーテイング  4月 24日 、 5
播種          4月 27日 、 5

新

広

農

道

区

日

日

行

７

９

慣

月

月

(5)播 種量    乾籾

(6)施 肥設計 (各 区とも )

2.Okg/1()a   2.2kg/10a

(kg/′ 10a)

水 場

験

区

行

区

自動 車販売店

区  分 基  肥 中 間追肥 穂  肥 合  計

施肥時 期 播種時 7月 上旬 出穂 15日 前 出穂 8日 前

肥料名 側条み と り PKけ い酸 みのり追肥 み0り

'自

:月巴

N 2。  5 1. 4 1. 4 5。  3

P 3. 4 2. 0 0。  1 0。  1 5, 6

K 2. 9 2. 8 1. 3 1。  3 8,  3
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ゝ

(7 は

(8)苗 立調査

(9)生 育調査

`ヽ=

は種後

日数

試鮫 区 慣行区

0
1

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12
13

14

15

16

17

18

19

20

21

一時通水 発芽始め

発芽盛期

入水
キツクパイ 1キ 0粒 剤散布
発芽描期

播 種

5/19 葉令 2.9

E

4/28、

5/3

5/5

5/6
7

8

5/14

5/16

落水

入水

入水 発芽盛期
キツクパイ 1キ 0粒剤散布
発芽描期
表層剥離目立つ

b/9 播 種

5/23 落 水

5/28 葉令 2.9

＼

[

午後入水、大雨5/12

5/i4

７

８

９

０

１

１

１

２

／Ｆ
Э

落水 発芽始め
溝切 り

試験区 (4/28播 種 ) 慣行区 (5/9播 種 )

苗立本数
(本 /耐 )

苗立率

(%)
播種深度
(cm)

苗立本数
(本 /耐 )

苗立率

(%)
播種深度
(cm)

76. 2 83.2 0。  6 53.4 65.5 0. 5

試験区 (4/28播 種 ) 慣行区 (5/9播 種 )

調査

月 日

草丈
(cm)

茎 数

(本 /耐 )

書
^茉 つ 葉 色 草丈

(cm)

茎数

(本 /耐 )

書 △
乗 つ 葉 色

5/28 20.5 180 4.7 13.9 53 2.9

6/9 27.1 309 6.8 4.7 22.8 98 4.8 4.5

6/i8 37 1 583 8。 3 4.5 32.0 287 7.0 4.5

6/29 52.9 634 9.8 4.3 47.8 468 8.9 4.8

7/8 71.5 477 10.9 3.7 66.7 438 10.2 4.0

7/17 77.0 475 11.6 3.5 73.8 448 1 1 0 3.9

7/28 87.9 382 12.9 3.8 86.1 396 12.3 4.0

出穂 期 102.7 376 13.0 4,7

※幼穂形成期

試験区 7/14

慣行区 7/22

※出穂 期
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1、 播種時期と生育段階の目安

2、 稲刈 り時期

9月 10日 20日

★従来の体系

移植コシ
L_

10月 1日

稲刈り

直播コシ

(5月 中旬は種 )
L_     |

1稲刈り

シコ直播

稲刈

☆直播4月 下旬は種を組み

合わせた場合

稲刈り

直播コシ

(4月 下旬は種 )
ヒ_____」

稲刈り

シコ

‐
‐
‐
‐
‐
．“相“
移

播 種 出 穂 成 熟 期

移植

直播 (慣行)

直播 (試験)

5月 3日 頃

5月 10日 頃

4月 29日 頃

8月 5日 頃

8月 15日 頃

8月 10日 頃

9月 13日 頃

10月 1日 頃

9月 20日 頃

この間 収穫作業の

谷間ができてしま

コシヒカリの栽培面積を拡大することが可能になり、

機械・施設を効率的に使用できる。かつ

-32-



〔組織的取組みによる直播栽培の普及と技術の向上〕

1 導入実施主体  :大 山町直播実践組合 (富山県事例40)
2 所在地     :富 山県大山町
3 所在地の自然環境 :常願寺川左岸の扇状地で砂壊土地帯。冬期積雪地帯。
4 所在地の農業状況 :(1)コ シヒカリを中心とする稲作単作地帯。

(2)兼業化、高齢化が進んでいる。
5 直播導入実施主体 :(1)地域集団。農業法人 1,個別農家 22,集落営農組織 1。
の経営概況    (2)コ ーティングの共同作業と播種作業の受託。

(3)所有機械は、乗用側条施肥直播機 2台 ,コーティングマシン3台。
6 直播導入のねらい :(1)コ シヒカリ作付面積の拡大 (農業法人,集落営農組織,中核農家)

(2)育苗作業の省略 (小規模兼業農家)

7 直播の播種様式 :湛水土壊中条播。Y社の乗用側条施肥直播機。

ヽ 1993 1994 1995 1996 1997 1998

コシヒカリ

フクヒカリ

ハナエチゼン

富山36号

言十

6.  4

6. 4

7.  4

7. 4

7.  7

1

0

0

9

5

5

3

9

9

0

0

5

3

3

10. 1

13. 4

0.  3

0.  3

14. 0

18. 0

18. 0

(1)コ シヒカリを中心に条播。

(2)カルパーコーティングは種子の 1.0～ 1.5倍量。苗立ちはポ当たり60～
80本 を目標。

(3)種籾が田面に露出しないよう土中にしつかりと播種し (鳥害対策),その後 5～
7日 程度の田千しを行う (苗立ち向上対策)。 (1998年 より)

(4)倒伏軽減のため、窒素施肥量を抑制した栽培に留意。

(5)登熟歩合 90%を 目安に十分登熱させてから収穫する。

(1)コ シヒカリ栽培面積拡大 (中核農家,集落営農組織,農業法人)。

(2)コ ンバインの稼働日数の増加 (農業法人)。

(3)育苗作業の省力化 (小規模農家)。

(1)播種後の落水処理によって苗立ちが安定したが,初期の雑草防除が課題となって
いる。

(2)早期播種 (4月 下旬)の導入により,移植コシヒカリから直播コシヒカリヘ収穫

作業を円滑に移行し、かつ直播栽培自体の収穫期幅の拡大し,コ ンバインの稼働

をより効率的にしたい。また,播種時期の分散により現有機械で播種面積の拡大

に対応したい。

ヽ

8 直播栽培面積 (ha):

と品種

9 技術体系の特徴

10 経営面からみた直 :

播導入の効果

11 今後の課題と展望
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水稲直播栽培研修会

県普及技術課

専門技術員

専技班

川口祐男

1 播種量の低減はなぜ必要か ?
コシヒカリで直播栽培を行 う場合、倒伏させないことが最も重要な課題になる.播種量
や苗立本数が多い場合、稗が細くなり倒れやすくなることから、播種量は乾籾で 2:』 ～

塾丞臣乙≦L三菫立杢数は 40～ 80本/ポを目標とする。

′11) 60 80 100 120
坪刈部の苗立数  (本 /‖ F)

l平刈部の市立数と倒伏程度との関係

日 65本
Z120本
国 1'70本

短径     長径
図 2  苗立密度による茎の大さ
注)主得の地上部 5cmを 測定

(ヽアld、メXll・代Zヽクー)

′
）

．

茎
の
大
さ

{mm)

7

3

倒
伏
程
度

ヽ

20

図 ′

表 1 播種量による収量構成 と食 セ ン )

程 度    籾 数 籾 数 歩 合       歩 合 含有率
(堕:聖二型二L__二型止_`:生L壁型型塑__堕:L」[旦L」型コ1)__0の_(%)

一ハ
Ｕ

く
υ

ｎ
Ｕ

一　

．
　

．
　

．

一１
■

０
０

′
電

一り
‘

′
サ

α
υ

65

120

170

~381~7『
7~~~~2雨

~~雨
7~~爾雨
~~507~面

T『
~~TT

433  59.8    259  86.0  22.3  40.1  76.3   6.7
491  58.1     285  83.6  21.8   51.7  78.1   6.5

注

注

１
■

０
乙

)

)

倒伏程度は0～ ('IR～甚)
蛋白質含有率は玄米について分析

-34-

播種量 苗立数 倒 伏 穂 数 1 穂 ぶ当り 登 熟 千粒重 収 量 完全粒 蛋白質
~

2 播種の早期化はなぜ必要か ?
直播栽培は移植栽培に比べ出穂が 7～ 14日 程度遅くなる。そのため、コシヒカリのよ
うな中生品種では 5月 10日 以降に播種すると8月 15日 頃出穂する。出穂が遅れると登熟
期間中の日射量が少なくなり、収量や品質が低下する場合が多い。

また、早期播種は播種の遅い場合に比べ稗長が短く、幼穂形成期頃に葉色がほぼ目的ど
おり低下することから倒伏も少なくなるc
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図 4 出穂後の日射量の推移(平年値)
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無処理 わら添加 無処理 わら添加
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口湛水  ■落水
口g赫嬌杉"|``告りぜ・歯象二|夕、く
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6/8   6/18   6/29   7/8   7/17  出穂期

～4/30      5/1～ 5/10       5/11～

播種期
図6播種期と倒伏程度との関係
注)倒伏程度は0～5(無～甚)

図5葉色の推移

3 播種後の田干しはなぜ必要か?
播種後に田干しを行うことにより、土中が酸化状態になる。従来のように、播種後湛水
した場合に比べ田地温は 1℃程度低くなるものの、苗立ちはかなり安定する。
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図 7,甚水条件と落水条件における地表下 lcmの 地温の比較
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4 確実な覆土はなぜ必要か ?
覆土がしっかり行われていると播種後、鳥害を受けずに田干しができるとともに倒伏の

軽減にも役立つ。逆に覆上が不十分の場合、籾が露出した部分ではスズメに食害されるた

め十分に田干しできないうえ、倒伏に弱い稲となる。

播種後の田干しにより、 15mm程度の深度でも苗立ちが可能となったことから、従来よ

りもやや播種床を柔らかく仕上げ、平均 10mmの播種深度を確保する。
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落水条件における出芽、苗立ちの状況
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良食味米直播への点播導入効果
―県内の事例から見た点播栽培法について一

富山県普及技術課  川口祐男

1.富山県における直播栽培の普及状況
富山県内の直播栽培面積は平成 7年が125ha、
平成 8年が138ha、 平成 9年が181ha、 そして
平成 10年が284haと 年々増加している。また、
播種方法としては条播が全体の約 7割を占めて
いるのに対し、散播はここ4年間ほぼ50ha程

'

度で推移している。なお、点播については平成
10年は30haで実施されている (図 1).

2.富山県における暫定版点播マニュアル (一部抜粋 )
(|)回場準備

全体

点

78910
年次

図1播種別面積の推移

300

250

200

璽150
1買

100

(ha)50

0

1

ヽ

t

①基肥は条播栽培程度とする。2.5～ 3.0葉期に1.0～ 1.5kg/10aの窒素を早期追肥する.
(過剰生育にならないように、基肥量を少な目に設定する)
②荒代かきを事前に行い、仕上げ代かきと同時に点播する。ただし、均平が悪い場合や
上が十分にこなれていない場合は、荒代と播種の間にもう一度代かきを行う。

(2)播種作業前の機械点検

①30ps以上のトラクタを準備する.
②種子の繰り出し速度 (株間20cm程度)、 播種粒数 (5粒/株程度)の調整を念入り
に行う。

(播種量は乾籾で2.2～ 2.5kg/10a程 度、2倍コーティング租子で7.7～ 7.9kノ 10a程度)

(3)播種

①少なめの水で仕上げ代かきと同時に点播する。
(ド ライブハローが通過して 3m程度過ぎた後に泥水がかかるような水量)
②打ち込み回転数は800～ 10oorpmと し、播租深度 l cmに打ち込む。
③作業速度は0。 5～ 0,75m/sec(l.8～ 2.7km/h)と する。
④土が柔らか過ぎたり、水量の多い部分 (ま くら地等)では打ち込み回転数を下げて、
深播きにならないよう注意する。

(4)播種後の水管理

①播種後は土壌表面に不完全葉が出揃うまでしつかりと干しきる (7～ 10日 )。
②回場全体を確実に干すため、早めに溝を掘る。

③3～ 4日で田面に亀裂が生じる回場では、一度入水した後、再び田干しする (2段干
し)。

④高温で播種後 7日以内に出芽した場合は、スズメの害を防ぐためすみやかに入水する。
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3.点播栽培による倒伏軽減効果
(1)播種深度の確保

打ち込み式の点播により、播種深度の分布を調査したところ株問 21cmで 主に 5～ 12
mmに分布した。播租深度は租籾繰り出し間隔 (株問)が狭くなるほど浅くなる傾向があっ
た。また、種籾繰り出し間隔を狭くしてディスクの回転数を上げた場合、平均埋没深は深

くなるものの深度のパラツキは大きくなった。
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また、1番租時の水深によっても埋没深に違いがみられ、ディスクの回転数を1000rpmと

した場合、水深が深い方が変動が小さく、ほぼ10mmの 部分に打ち込むことが可能であった .

ただし、ディスクの回転数を1500rpmま で上げた場合、水深にかかわらず播種深度のパラ

ツキは大きくなった。

出芽深度(mm)

図2株間と出芽深度との関係(富山農技)
注)作業速度 0.5m/S

g1lr l000rPm

浅い

出芽深度(mm)

図3ディスク回転数と出芽深度の関係(富山農技)
注)作彙速度 0.5m/S

1500rpm

浅い 潔 い

出芽深度(mm)

□5槽糧時の遇水状鮨による情租潔度の違い(富山晨技)

注)株間13cm
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旧11時の湛水状態による襦11深度の違い(富山農技)
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以上の結果より、種籾の播種深度を安定して確保する場合、

①種籾繰り出し間隔 (株間)を 20cm程度とること

②打ち込み回転数を1000rpm程度としてあまり高速としないこと

③ある程度の水深 (田面の一部が見える状態)で播租すること
が必要である。
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(2)点播が市立ちに及ぼす影響

種籾の繰り出し間隔 (株問)を広くした方が、転び苗の発生が少なくなった。また、繰
り出し間隔を13cmと 短く設定した場合でも、打ち込みディスクの回転数を1500rpmと 早く

することにより転び苗の発生は大幅に軽減できた。

ただし、ディスクの回転数が1500rpmの場合、苗立ち率がやや低下し、葉齢の展開が遅

れる傾向がみられた。

表 1 播租条件が苗立ち状況に及ぼす影響 (富山農技)
株間

(cm)

回転数

(rpm)

正常苗

(本 )

転び苗

(本 )

転び苗比率

(%)

出芽深度

(mm)

苗立ち率

(%)
21

17

13

13

1000

1000

1000

1500

68.5

89.9

102.1

93.4

5,4

10.4

12.5

2.6

7.3

10.4

10.9

2.7

8.4

5。 8

6.2

!0.5

92・ 9

91.5

90.7

87.3
1

ヽ 注)苗は 2m間の本数

(3)点播が倒伏関連形質に及ぼす影響

同じ播種方法では苗立ち本数が少なくなる

ほど稗の長径、短径が長くなり、挫折重が大

きくなる傾向がみられた.また、1番種様式ご
とに長径、短径を比較すると条播に比べて点

播が長くなり、挫折重が大きくなった。

①播種深度が11に保しやすいこと

②得の長径・短径等の倒伏関連形質が優る

こと

により現地圃場の調査回の結果も含め、条

播、散播に比べ点播で倒伏は軽微となった。

4

側
騨
も
頭

条播     散播     点播
播種方法

図6 幡種方法による倒伏程度(現地圃場)
注)側伏程度は0～ 5(無～甚 )

`ヽ ト

表 2 1番租法が倒伏関連形質に及ぼす影響 (富山農技)

播種法 苗立本数

(本 /ボ )
倒伏程度 長径

(mm)

N.4X

(mm)

挫折重

(g)

点播
83

105

4.51

3.95

3.19

2. 66

630.9

466.4

条播
70

120

4.16

3。 ()3

3.33

2.35

585.3

272.2

散播 56 2.5 4。 39   3.32    508.9

注 1)倒伏程度は 0～ 5(無～甚)
注 2)長径、短径、挫折重は地際から5cmの 位置で調査
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4.点播,|;t培における収量および収量構成要素
点播栽培と条播栽培を比!|!吏すると収量には差が認められなかった。収量構成要素のなか

ではボ当り籾数はほぼ同水準であつたが、穂数は条播が多く、 1穂籾数については点播の
方が多くなった。

表  播種法と収量および収量||よ成要素との関係 (現地圃場 )
穂数

(本 /耐 )

1穂籾数

(粒 )

耐当り籾数 ′

(× 100粒 )

登熟歩合

(%)

千粒重

(g)

収量

(kg/10a)

点播  356
条播  389
注)点播は11回場、条播は47圃場の平均

5。 点播栽培が品質、食味に及ぼす影響

富山県内で実施された点播栽培と条播栽培についてぶ当たり籾数と完全粒歩合および精

米蛋白質含有率との関係を示した。点播については11圃場、条播については47回場につい

てデータの解析を行つたが、それぞれの平均は完全粒歩合は点播が83.1%、 条播が79。 3%
となった。また、蛋白質含有率については点播が5.5%、 条播が5.0%であった.
また、籾数と完全粒歩合の関係をみると籾数が多いほど完全粒歩合は低下するが、点播
に比べ条播で品質の変動が大きくなった。

100

71.9

64.5

251

255
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84.3
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籾数(X100粒 /謂 )
図7籾数と完全粒との関係(現地固場 )

注)O:点 播 ●:条播

150      200      250      000      350

籾数(X100粒 /ポ )
図8籾数と蛋自質含有率との関係(現地圃場 )

注)○ :点播 ●:条播

350

6。 次年度の取り組み

(1)播種量の低減・・・・2.2～ 2.5kgの遵守

本年の播租量の平均は3.lkg/10aであった.条播では2.5～ 3.Okgを 目標としているが、
点播では2.2～ 2.5kgが適正と考えられる。次年度はさらに播租量を少なくし、 1穂籾数を
増やす穂重型の稲作りを行う。

(2)播種深度の確保・・・・土中 lcmの播種
点播の最大の長所である播租深度を確保するため、覆上をしっかりと行う。ま番種後の田

干しにより最大 15mmの深度でも苗立ちが可能。

(3)播租後の田干しの徹底
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水稲代かき同時土中点播栽培の生育・収量特性の解明

専門技術員  川日祐男

1 調査研究のねらい
富山県では直播栽培が年々増加し、平成 iO年度では 284haに 達している。本県では直播栽培
の大部分がコシヒカリで行われているため、倒伏をいかに回避して栽培を行うかが最も大きな課

題である。

代かき同時土中点播 (以下 点播)は、新たに九州農業試験場で開発された直播方式である。
代かき直後にのこ歯状の打ち込み式ディスクにより種子を打ち込むため、播種深度の確保がしや

すい。また水稲が株状になるため、散播や点播に比べ倒伏に強い播種法である。

この点播が散播や条播に比べ、どのような生育・収量特性を示すかについて、県内で実施され

た直播の実証ほの結果から検討を行った。

2 直播実証ほにおける成績
1)生育経過

①播種日、播種量

それぞれの播種法の平均播種日は点播が 5月 1日 、散播が 5月 4日 、条播が5月 3日 であつ

た。また、10a当 たりの播種量は乾籾で点播が 3.Okg、 条播が 3.lkg、 散播が 3.4kgで散播がや

や多めとなった。

②草丈、葉齢

播種法による差は認められなかった。

③茎数

点播は最高茎数が 550本/ポ程度で、ほぼ適正な推移となった。条播も点播とほぼ同様な推
移となったが、散播では最高茎数が 600本/ポを超え、過剰ぎみとなった (図 3)。 散播の播
種量が全般的に多かったこと、播種深度が浅いため、分げつが発生しやすいことが過剰茎数に

なった原因と考えられる。

④葉色

播種法による一定の傾向は認められなかった (図 4)。 ただし、九州農業試験場から散播に

比べ、点播では窒素濃度が高めに推移し、特に幼穂形成期から出穂期にかけては顕著であると

いう報告がある。この時期の窒素濃度は籾数や蛋白質含有率に大きく影響するため、本県でも

このような傾向を示すか確認が必要である。

⑤倒伏

点播が最も軽微で、次いで条播、散播となった。点播では最高茎数が 550本以下に抑えられ

茎の充実が図られたこと、播種深度が深めになったこと、株状になることが倒伏の抵抗性を高

めることが、その理由と考えられた (図 5)。

1

ヽ_
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2)収量 。収量構成要素および品質
①収量

点播と条播が 450kg/10a程度でほぼ同水準となった。散播はこれよりやや多めとなった。た

だし、散播は最高が 550kgで あるのに対し、最低が 345kgとその差が大きく、ほ場間によるバ

ラツキが大きくなった (図 6)。

②収量構成要素

点播と条播はrrF当たり籾数、登熟歩合、千粒重ともほぼ同水準であった。ただし、条播は穂

数が多くなったのに対し、点播は 1穂籾数が多くなった。点播は他の播種法に比べ倒伏に強く、

穂肥が安定的に施用できることから、より収量の安定化が図りやすいものと期待される。散播

については穂数が多くなり、耐当たり籾数は多くなつたが、登熟歩合がやや低下した (表 1)。

③品質

点播は他の播種法に比べ完全粒歩合がやや高くなる傾向がみられた。倒伏が軽微であったこ

とがその理由と考えられる (図 7)。 玄米の蛋白質含有率に関しては播種法の差は認められな

かった。

3 課題および今後の改善点

①現在のところ適正な株問や播種粒数、作業速度等は明らかになりつつあるが、安定して播種

深度を確保するため、土壌条件に応じた代かき方法や播種時の水深について、さらに検討を

続ける。

②他の播種法に比べ倒伏しにくいことから、一層の収量・品質の安定化を目指した肥培管理に

ついて明らかにしていく。

③播種同時施肥やマーカー、種籾繰り出し部分の目詰まリセンサー等のとりつけなど、農機具

メーカーや九州農試に申し入れ、播種機の改善を図る。
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表 1 播種法と収量および収量構成要素との関係 (現地圃場 )

条播   散播    点播
播種方法

図7播種法による完全粒歩合

穂数

(本/rrf)

1穂籾数

(粒 )

ポ当り籾数

(× 100粒 )

登熟歩合

(%)

千粒重

(3)

収量

(kg/10a)

点播

条播

散播

356

389

432

71.9

64.5

64.5

251

255

274

83.2

84.3

82.5

22.4

22.2

22.3

450

459

487

注)点播は11圃場、条播は47圃場の平均

巡回現地の収量

市町村名 播種 播種量
月日

倒伏 穂数
m2
籾数 登熟
m2 歩合

収量 周辺移植
収量

種

式

播

様

成熟

月日

大門町二日 播

播

条

散

5.2

5,11

3.0

3.6

85.0

58.0

428

401

4509.21   2.8 393  243

687  481

高岡市二塚 播

播

条

条

5.9

5,9

2.9

2.9

9.28

9.26

419

373

298

254

530ｎ
Ｖ
　

′Ｄ

４

　

２

74.6  469

87.5  455

入善町新屋  点播  5.5 3.0  9.24 3.0 509 301 89.1 514

大山町善名
・
５

　

２

２

　

２
．

播

播

条

条

4.28

5.9

9.21

9.30

5.0

5.0

380

352

307

272

84.4

81.7

489

455

注 :品種は全てコシヒカリ  籾数は、X100粒   収量は 10a当 たりkg
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Ⅱ 九州農業試験場からの湛水直播に関する情報
1 九州における代かき同時土中点播直播等、水稲の省力湛水直播技術の開発

(平成10年度九州地域農林水産業研究成果発表会講演要旨)

九州農試総研第 1チーム長 脇本賢三

1.は じめに

水稲をとりまく情勢をみると、外的要因としては、米の輸入圧力の増大に伴いコスト面で厳し

い競争を余儀なくされ、また国内では農業の担い手不足による労働力の減少や農業従事者の高齢

化問題が顕在化しており、これまで以上に省力・低コスト化をねらいとした水稲生産技術の開発

が求められている。

現在定着している田植え機稲作は、日本の稲作事情を一変させた優れた技術として高く評価さ

れるが、一方において、大規模経営等一層の規模拡大に対する対応技術としては、幾つかの問題

点が指摘されている。すなわち、①田植え速度は 1秒間に lm前後の高速作業が可能であるが、
速度向上にほぼ限界がきていること、②育苗技術は労力がかかりすぎること、③圃場が分散して

いる場合が多く、苗の運搬作業が重労働であること等の点が挙げられる。このような状況おいて、

育苗技術を伴わない直播栽培は、大規模経営に適した技術として、近年再び注目されるに至った。

戦後の直播栽培の主流は耕起乾田直播であったが、漏水問題、雑草防除、収量性低下等に対す

る対策が伴わず、加えて、降雨の影響をうけやすい栽培法であるため、播種作業が計画的に行え

ない等の問題があり、大幅に栽培面積が減少した。一方、湛水直播は降雨の影響を受けにくく、

また移植栽培の行えるところでは導入可能な技術として注目され、近年各地域とも普及率が伸び

つつあるのが現状である。

湛水直播は、移植栽培と同様に耕起 。代かきを行い、過酸化石灰で被覆した水稲籾を播種する。

播種方法は、動噴による散播、乗用播種機による条播・散播、ヘリコプターによる散播等がある。

散播方式は極めて省力的栽培法であり、大規模稲作には有力な手法であるが、表面播きのため、

播種深度が浅くなること、そのため転び型倒伏を起こしやすいこと、播種後の栽培管理がしにく

いこと等の理由から、現在では安定性の高い湛水土中直播栽培が各地で検討され始めている。

温暖多雨地帯に位置する九州農業試験場では、本地域性に適する省力性の高い技術として、平

成 6年度より代かき同時土中点播直播 (通称ショットガン直播)技術の開発に取り組んできた。
本技術は湛水土中直播の一つであるが、他の湛水直播と大きく異なる点は以下のとおりである。

①考案した鋸歯形デイスクによって打込み播種を可能にした。

②代かき作業と播種作業を同時化した。

③点状播種によって移植水稲に近い株形状が得られるようにした。

④土中に播種することによって転び型倒伏に対する抵抗性を強化した。

ここでは、主として代かき同時土中点播直播栽培技術に焦点を当て、技術の概要と残された課

題を述べるとともに、九州の各農業試験場等、公立場所で開発されてきた、あるいは現在開発中
の湛水直播技術についても、その播種機構や地域適応性等の観点から概説する。

t
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2.代かき同時土中点播直播栽培 (シ ョットガン直接栽培)の概要
1)代かき同時土中点播機
播種機は、代かきハロー後部に装着され、種子ホッパー、播種ロール、鋸歯形打込みデイスク

によって構成されている (図 1)。 播種作業は、①開発した水稲点播機用播種ロールによって数

粒の過酸化石灰被覆種子が間欠的に繰り出され、②種子供給管より鋸歯形デイスクの側部に供給

され、③高速回転 (500～ 1500甲m)している鋸歯形デイスクによって瞬時に代かき土中に打込
まれる方式である。

租 予 ホ ッ パ

カルバー

敏覆11子

点婦饉用
に11● ―ル

縄饉形打込

みデイス

トラクタバッテ
から直波モータ

|プ 30

頻

　

度

　

％

ヽ

0きハ●―

′ ・ .・・ ・・・ .・・ ・

図 1 代かき同時土中点播機の概要

0-3  4-7  3‐ 11  12-  10-  20-  24‐
15   19   23

出芽潔度商 (平均10.0± 6.3m)

図 2 出芽深度測定例

2)点播形状、播種深度及び苗立率
鋸歯形デイスクによって打ち込まれた種子は、精円形の点播形状となり、生育中 0後期には移

植に近い株状となる。

鋸歯形デイスクは 500～ 1500甲mの範囲で回転数が調節でき、代かき土壌の硬度に対して、
ある程度まで播種深度を調整することが可能である。すなわち、ヨーグル ト状の適正な土壌硬

度の時には 1000～ 1200romで、それよりも軟らかい場合は700～ 800rpmで 、硬めの場合は1300

～ 1500rpmで打込むことにより、出芽深度をほぼ5～ 20 mmの範囲に設定することができる(図
2)。

表面播種に比べ土中播種では苗立率は低下するのが一般的傾向であるが、播種後の落水管理

法 (出芽が確認されるまで落水管理とする)を採用することにより、苗立率が安定となる。ヒ
ノヒカリを供試した場合、通常の苗立率は 70%前後である。

平成 9年に行つた現地実証試験では、点播形状は長径 6.5cm、 短径 3.3cm、 出芽深度は平均約 10

mm、 苗立率は 80%と なり、麦わらを全量還元した土壌条件においても、ほぼ同様の結果とな
つた (表 1)。

3)作業体系

標準的作業体系は以下のとおりである。

ヽ_
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酸素発生剤被覆種子予措

耕 うん

浸種 。催芽

入水 → 代かき同時播種 落水

湛水 。除草剤散布 中間追肥 除草剤散布

施肥 代かき

― → ― → ―→穂肥 収穫

t

圃場の耕深は 10cm程度とし、できるだけ一定の深さになるようにする。また、圃場は均平

化を図り、高低差 5cm以内になるよう留意する。

入水は代かき前日または前々日とする。入水量は通常の代かき水より少な目の量とし、麦禅

を鋤込んだ場合は、代かき後に麦稗の浮遊がない程度にする。

代かき作業は、荒代かきを含めて播種当日に行うことを原則とする。ただし、前日または前

々日に行う場合には、当日の代かき水量調整等に注意が必要である。代かき回数は通常の土壌

条件であれば、 2回 (移植と同程度)と し、減水深が大きい圃場では回数を多くする。

4)播種法

出芽・苗立ちの安定化及び耐倒伏性強化のためには、播種時期の気温の低い場合、出芽深度を

浅目にする。

日標苗立ち密度は 80本/m2、 予想苗立ち率を70%と して 10a当 たり3 kg(乾籾)の播種量を

標準とする。

点播間隔は条間 30cmと した時、点播間隔は 20cm、 1株播種量は平均 7粒を標準としている。

播種作業速度は、ヨーグル ト状の適正な代かき土壌条件であれば、最大 0.75m/sま でが一応の目

安となる。代かき土壌が軟らかく、代かきハローの整地板後方に泥流が発生しやすい土壊条件で

は、作業速度は 0.5m/s以 下とする必要がある。

播種時のハロー回転数は土壌条件によって異なるが、適正な代かき条件で 0.5m/sの作業速度

であれば、250甲m前後を目安とする。

鋸歯形デイスクの回転数は、適正な代かき土壌硬度の場合には、1100～ 1200甲mを 目安とする。

表 1 現地実証圃場における出芽状況
表 2 播種後の水管理が出芽に及ぼす影響

区

苗立率

(%)

出芽深度

(mm)

点播長径 点播短径
(cm)    (cm)

水管理  1996 1997

6.19     5。 19   6。 18

80,4

78。9

10。4

9。 2

■
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一
〇

″
Ｄ

　

Ｑ
′

κ
ｖ
　

′
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出芽率

%
湛水

落水

56,8

70。 7

58.5

63.3

67.6

83.5

浮苗率 湛水
%

10.4    7,0

0.0    0,0
Nol:無わら区、No2:麦わら全量選元区

(平成 9年 6月 20日 調査結果)
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注)品 種 :ヒノヒカリ, 苗率=100× 苗数/出芽苗数。
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5)播種後の落水管理

湛水直播栽培では、これまで湛水による保温効果及び除草効果を重視して、播種後一旦湛水

して出芽を待ち、出芽後に落水 (芽干し)して根張りを促進する方式が主体であつた。これに

対し、近年播種後落水して出芽を待ち、出芽後に入水を行う「落水出芽法」が全国的に導入さ

れるようになった。本栽培法においても、土中播種と落水出芽方式を組合わせて、出芽 。苗立

ちの安定化を図つている (表 2)。

落水方法としては、播種後自然に落水するのを待つか、大きな滞水域を生じる場合には、溝

切り機等で溝をつけて強制排水する必要がある。播種直後に強い降雨がある場合は、打込まれ

た種子が表面に露出しやすいため、入水して一時的に湛水状態とし露出を防ぐ。

落水期間は、圃場の透水性、雀の食害程度、スクミリンゴガイの生息密度、雑草発生程度に

よって長短を決定する必要がある。通常の条件であれば約 1週間くらいの期間とする。

6)播種時期及び品種
暖地では、播種時期が6月 初旬頃であれば、早生、中生、晩生のいずれを導入しても減収程

表 3 播種時期の影響
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度は小さく、作付けが可能である.6月 中旬以降になると、品種によっては、収量が大きく低
下するものがあり、適期播種に心掛ける必要がある。

稲 。小麦作付け体系では、小麦収穫時期が5月 下旬から6月 初旬頃になるため、水稲の播種

時期も6月 初旬播きが一般的となる。ヒノヒカリを供試した場合、6月 初旬までなら収量低下

が少ないが、6月 20日 以降では低下率が増大する (表 3)。
九州地域の移植栽培では、ヒノヒカリの栽培面積が最も多い。湛水直播でも、良食味である

ため本品種を導入するところが多い。しかし、本品種は土中出芽性があまり高くなく、また多

窒素条件では稗長が伸びやすいため、直播適性の高い品種とは言えない。従つて、ヒノヒカリ

を供試した場合の安定栽培には、播種深度の確保と落水の徹底及び中干しを励行することによ

り、出芽・苗立ちの確保と稲株の耐倒伏性を強化した栽培管理が要求される。
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7)点播株の耐倒伏性

点播水稲は、散播水稲に比べ地上部モーメントが大きいが、押倒し抵抗値が顕著に大きいた

め、耐倒伏性が高い。また、苗立ち密度が高くなつても押倒し抵抗値の低下程度が小さいため、

耐倒伏性の変動が小さく、安定生産に適することが示された (図 3).

点播水稲が散播水稲に比較して耐倒伏性が強くなる要因は、 1株穂数の安定及び増大による

と考えられる。一方、移植水稲と比べると、点播水稲は押倒し抵抗値は大きいが、地上部モー

メントも大きくなる特性があるため、地上部モーメントの増大に留意した栽培管理を行うこと

が重要となる。
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図3 播種法及び苗立ち密度が耐倒伏性に
及ぼす影響

注)棒 :押倒抵抗,折れ線:倒伏指数

8)雑草防除

本播種法では播種後落水管理を行うため、これに対応した雑草防除を行う必要がある。

湛水管理に比較して除草剤の散布可能期間が短いので、防除適期を逃がさず散布するする必要

がある。現在、現地実証試験に導入している除草体系は、播種→自然落水(6～ 7日 間落水

管理)→入水→キックパイ粒剤散布である。本体系で取り残した雑草は時期をみてクリンチャ
ーバス粒剤で防除する。

9)施肥法

点播水稲は移植水稲と異なり初期生育が旺盛となるため、基肥に施用する速効性窒素肥料が

多いと過繁茂になりやすい。初期生育が過剰になると、土壌中の空素含有率が急速に低下し、

幼穂形成期頃には葉色の低下が大きくなる。従って、基肥の窒素肥料は少なくし、時期をみて

中間追肥を行い、幼穂形成期頃の葉色の低下を抑え、出穂 20日 及び 10日 前頃に穂肥を施用

する施肥法が安定で、収量水準も高くなる。なお直播水稲の窒素施用量は移植とほぼ同等でよ

い 。

省力施肥には被覆尿素等の緩効性窒素肥料と速効性窒素肥料の混合施用が効果的である。

全量基肥施肥法では被覆尿素の混合割合を高め、また初期の窒素溶出を抑えたシグモイド型被

覆尿素を供試する等、肥効を長期持続型にする。初期生育はあまり旺盛にならないよう速効性

窒素肥料の混合率を少なくし、生育中・後期に重点を置いた施肥法とする。
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10)代かき同時土中点播直播技術の今後の課題
本法による直播栽培は出芽・苗立ちが比較的安定しているため、供試品種に対して最適な

苗立ち数を決定し、それに合わせて播種量や点播株密度を設定すれば、安定栽培が可能であ

る。そのためには、種子予措、コーテイング技術等の基本技術を励行し、また土性に見合った

播種及び施肥条件を設定する等、細心の注意が必要である。

苗立ち数の確保には、播種条件を適切にすることが必須であるが、多少不良な環境条件の

下でも旺盛に出芽する品種を供試すれば、現地圃場の多様な土壌条件においても苗立ち数確

保が容易である。従って、直播適性の高い、良食味品種の育成が望まれる。

3.九州地域における麦播種機、田植え機等の利用による湛水直接栽培法の概要
1)湛水耕橋同時施肥播種機を利用した土中直播 (九州農試 機械化研究室)

技術の特徴 :①水稲だけでなく麦にも利用できる汎用機である②湛水耕転作業 (う ない

がき)を導入し、降雨時でも播種作業が可能な全天候型播種技術である③網篭型ロールに

より水稲種子を土中に浅く埋設することで、浮き苗や転び苗が減少し、耐倒伏性が強化され

る。④構造が簡単で製作が容易である。⑤移植水稲と比べ同程度の収量が得られる (過去 2

カ年試験より)。 ⑥作業方法は、麦収穫→入水→湛水耕転同時施肥播種→除草剤散布または

麦収穫→耕転→入水→湛水耕転同時施肥播種→除草剤散布

問題点 :① うないがき方式のため、土壌条件によっては透水性が大きくなり、また播種後

の落水やその後の土壌乾燥防止のための通り水等により、初期除草剤の除草効果が挙がり難

い場合がある。

2)麦播種機を利用した代かき同時土中直播 (佐賀県農研セ 作物研究室)

技術の特徴 :①麦だけでなく水稲にも利用できる汎用機である。②天候にかかわらず播種

作業が可能である。③播種時に作溝が形成されるので、落水が容易で、スクミリンゴガイの

食害を受けにくく、苗立ちが安定する。④播種機の後方に表稗鋤込み用のデイスクローラーを

装着することで、麦稗の障害を軽減できる。また播種深度は 10mm程度、出芽率は 70%程度

が確保できる。⑤収量は移植に比べ 5～ 15%減 (ヒ ヨクモチの事例)、 ⑥作業方法は、麦収

穫→湛水→耕起・播種・麦稗押さえ込み→落水→通し水→入水

問題点 :枕地部分の出芽率が低下しやすい。②耕起回数が少ないことや播種後落水の影響

で雑草の発生が多くなりやすい。

3)乗用管理機装着の散粒機を用いた表面散播 (熊本県農研セ 作物部)
技術の特徴 :①乗用管理機を活用した肥料散布、播種、:除草剤散布、作溝、本田防除が可

能である。②作業時間は、乗用管理機 1台で各作業とも 30～ 40分である。③分げつが旺盛

で、生育中期に過繁茂となる傾向があるため、中干し等を含めた水管理を徹底し、生育制御

を図る。

問題点 :播種深度は 1～ 2mmの表面散播のため、浮苗が発生しやすく、耐倒伏性が小さ
い。

4)側条施肥田植え機を利用した土中直播 (宮崎県総農試 作物部栽培科)
技術の特徴 :①田植えと直播が 1台で実現でき、しかも切り換えが簡単である。②出芽率

ゝ
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良好で耐倒伏性に優れた作溝無覆上方式を採用している。③圃場状態に応じて作溝深がワン

タッチで調整が可能である。

5)(A)麦播種機を利用した土中直播 (鹿児島県農試 作物部)

技術の特徴 :①稲麦両方に利用可能な汎用機である。②出芽深度は 5mm程度で苗立ちが

安定である。③浮苗、転び苗が生じにくい。

問題点 :初期の水持ちがやや悪い。

(B)側条施肥田植え機を利用した土中直播 (鹿児島県農試 作物部)

技術の特徴 :①田植え機に簡単なアタッチメントを付けて肥料タンクにカルパー籾を入れ

播種する。② l台で移植と直播の両方ができる。③出芽深度は 5～ 10mmで苗立ちが安定

である。④浮苗、転び苗が生じにくい。

4。  おわりに

直播栽培は移植に比ぺ省力的であることに異論はないが、安定生産に関してはまだ検討の余地

が多く残されている。点播直播では播種機の一層の改良を進めると同時に、多様な土壌条件に対

応できる播種技術を開発し、出芽・苗立ちの安定化に資する必要がある。

一方、九州地域ではスクミリンゴガイの食害が大きな問題になつている。本員による被害程度

は特に直播水稲で大きい。薬剤防除法が確立されれば被害軽減も可能になると思われるが、降雨

の多い梅雨時期では薬剤の効果が十分に挙がらないことも予想されるため、補助手段として耕種

的防除法の検討が必要である。九州地域に湛水直播技術を導入 0定着させるためには、スクミリ

ンゴガイ防除が避けては通れない重要な課題として残されている。
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2 平成 10年度情報交流会資料より抜粋

1)播種様式からみた水稲生育の特徴 ―点播と散播一

九州農試総研第 1チーム 吉永悟志

1.緒 言
点播水稲 と散播水稲の生育特性を比較するにあた り,安 定的な点播播種を可能とした「代か
き同時土中点播機」の概要及び上中点播栽培の特徴についての整理を行う。

1)代 かき同時土中点播機の概要
本播種機は九州農業試験場総合研究第 1チ ームにおいて開発 したもので ,そ の機構から「シ
ヨツトガン直播機」 とも呼ばれている。本機は種子ホ ッパ・播種ロール・鋸歯形打込みデイス

クで構成され ,代 か きハロー後部に装着する.(図 1)。 播種ロールには 3つ の溝があ り,5～
8粒 の種子を間欠的に種子供給管に繰 り出し,種子供給管より供給された種子は高速回転 (500
～ 1500甲 m)し ている鋸歯型のディスク外縁部で打撃 。加速され ,代かきハロー整地板後部の
代かき田面に瞬時にショットガンの弾丸のように打ち込まれる。このような機構を有すること

で土中播種及び,移植のような株を形成する点播播種が可能 となつている (図 2)。
2)土 中点播栽培法の特徴
湛水直播栽培の普及には出芽・苗立ちの安定化及び耐倒伏性の向上が不可欠とされる。本栽

培法では下表に示 したように土中播種及び点播播種による耐倒伏性向上の達成 とともに,落水

出芽法の採用により出芽の安定化を図つているが特長である。また,移植水稲のような整然と
した群落を形成することが直播水稲 としての生育に影響を及ぼしていると考えられている。そ

こで ,代かき同時土中点播水稲の最大の特長である耐倒伏性に関する特性の解明を中心とした
生育特性について以下に検討を行う。

播種位置 長   所 短   所 短所に対する対応技術

表面播種 出芽・苗立ち 耐倒伏性 品種 ,水 管理

土中播種 耐倒伏性 出芽・苗立ち 落水 出芽法

播種方法 長   所 短   所 短所 に対する対応技術

散 播 作業時間 耐倒伏性 、品種 ,水管理

点 播 耐倒伏性 ,見栄え 作業時間 代か き同時播種 ,高速化

2.播 種様式 と耐倒伏性
1)播種深度 と耐倒伏性
直播栽培における播種深度は出芽・苗立ち及び耐倒伏性の両要因が関与するため重要な条件

となる。播種深度が浅 くなっても耐倒伏性が低下 しないことは,出芽・苗立ちの安定化にもつ

ながる重要な特性 と考えられる。ここでは ,機械播種を行ったときの出芽深度のばらつきにつ

いて明らかにするとともに ,苗立ち密度一定の条件下で播種深度を 2～ 15mmに 変えたときの

耐倒伏性の変動について検討する。

代かき同時土中点播栽培では株内の播種深度がばらつ くが ,点播水稲は複数個体で株を形成
するため ,株 単位の播種深度で比較を行 うと単一個体で株を形成する散播に比較 して播種深度
のばらつきは小さい (表 1)。 一方 ,点播水稲及び散播水稲の播種深度を変えて耐倒伏性の変
動について比較を行った結果 ,点播 ,散播 ともに播種深度が深いほど耐倒伏性が向上 したが ,

ヽし

ヽ
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同一播種深度で比較すると点播水稲は散播水稲より顕著に耐倒伏性が高かつた (図 4)。 また ,

散播水稲では耐倒伏性の指標 となる倒伏指数 (図 8参照 )が ,播種深度の浅い (2mm)と きに顕
著に増大 したが ,点播水稲では播種深度の変動に対する倒伏指数の変動幅は小さく,安 定 して
高い耐倒伏性 を示 した (図 5)。 なお ,播 種深度の分布をもとに耐倒伏性及び出芽の安定性の
両立の点から判断すると目標播種深度は約 10mmが 適当と考えられる (図 3)。
2)苗 立ち密度 と耐倒伏性
直播栽培では播種密度 と苗立ち率の変動によって ,実 際の苗立ち密度が変動するためにこれ
による耐倒伏性の変動が危惧される。特に耐倒伏性の低下する苗立ち密度の高い条件における

耐倒伏性の安定化が重要 となる。そこで ,点播水稲 と散播水稲の苗立ち密度を 40,80及 び 160
本/」 に変えて ,耐倒伏性に関連する形質の調査を行った。なお ,点播は条間 (30cm)及び株間
(20cm)は 一定で株当り苗本数を調整 して密度を変えた。

その結果 ,点播水稲は楳長が長いため地上部モーメン トは大きいが ,押倒 し抵抗値が顕著に
大きいため耐倒伏性の指標 となる倒伏指数は小さく,耐倒伏性が高かつた (表 2,図 6～ 8)。
また ,散播栽培では苗立ち密度が高 くなると,押倒 し抵抗値が顕著に低下するため倒伏指数が
顕著に高まり,倒伏の危険性が増大 したのに対 し,点播水稲では苗立ち密度が高まつても押倒
し抵抗値の変動幅が小さいために倒伏指数は安定 して低 く,倒伏の危険性は小さかつた (図 6,
7)。 このため ,点 播栽培では苗立ち密度が高まつても耐倒伏性が高 く,散播栽培に比較 して
安定生産に適することが示された。

このとき,押 倒 し抵抗及び倒伏指数は 1株穂数により変動 し, 1株穂数が 10本 以下になると
押倒 し抵抗値の低下が顕著 とな り,倒伏指数が増大 した (図 9,10)。 点播水稲の 1株穂数の
密度間差は小さく,そ の平均値は押倒 し抵抗値が極大を示す 20～ 25本 であったのに対 し,散
播水稲では 1株穂数が少な くかつ密度間差が大きかった。このため,点播水稲は 1株穂数の変
動が小さいために高密度条件でも高い耐倒伏性を示すと考えられた。

3.播 種様式 と生育・ 収量
点播水稲は耐倒伏性が高いため ,施肥量は移植栽培の場合 と同等でよいと考えられるが ,繹
長が長 くな りやすいという特性を合わせ持 つている。一方 ,暖地の水稲栽培では過剰分げつが

籾数不足による減収を生 しさせる事例が多 く,移植に比較 して分げつの旺盛な直播栽培では分

げつ増加を抑制するような栽培法の確立が必要である。このような観点から,点播水稲の収量

性の向上及び安定化のための合理的な栽培法について考察する。

点播水稲は散播水稲に比較 して分げつが抑制されたが穂数の減少は認められず ,有効茎歩合

が高かった (図 11)。 穂揃期 までの窒素含有率は点播水稲で高 く推移 し,特 に最高分げつ期及

び幼穂形成期における差が顕著であった (図 12,表 3)。 この時期の窒素含有率の差により点

播水稲は繹が長 くなったと考えられた (表 3,4)。 一方 ,幼穂形成期か ら穂揃期にかけての
窒素含有率の影響を強 く受ける籾数は点播水稲 と散播水稲の差は認められず収量差も小さかっ

た (表 3～ 5)。 しか しながら,登 熟期間の乾物増加は点播水稲で大きいため籾数の増大によ

る収量性向上の可能性が示唆された (表 5)。 このため,最高分げつ期の窒素含有率を低 く抑
えて稗の伸長を抑制するとともに,幼穂形成期以降の窒素含有率を高めて籾数を増大させるこ

とによ り点播水稲の収量性の向上及び安定化が図られると考えられた。

4. おわりに
以上の結果は北部九州において ヒノ ヒカ リを用いて行 った試験 をもとに している。直播水稲

に必要 となる生育特性 は地域や品種に応 して異な るため ,各 地域の気象条件や品種に対応 した
播種様式や栽培技術 を適用 してい く必要がある。

` _ヽ
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表5 播種法が登熟期間の乾物増加量及び収量に
及ぼす影響
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図 12播種 法 が 空 素 含 有 率 の 推 移 に及 ぼ す 影 響
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注)苗立ち補正を行った場内試験結果で各年次の平均値を表示・
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表3 播種法が窒素含有率①に及ぼす影響
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表4 播種法が稗長及び籾数 に ぼす影響
密 度 得 長 籾 数

年 次 crn Xl ピ

r
0

1997     40         80.5     83.9       28.8     28。 8
80         78,5     83.6        27.9     27.6

160        76.4     82.1        27.7     27.4
1998     40         80。 9     84,2        30。 5     31.4

80        81.4     82。 9       31.0     31.3
160        79。 1     83.1        31,4     31.1

Inean 79.5     83.6 29.9     30,0

0,184  0.606* 0.553*101な ,0キ111:'''111:
0.450101:002轟i01'37癬 :0.430 0.326
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2)「代かき同時土中点播直播試験」アンケート調査

平成 10年度「代かき同時土中点播直播試験」中間アンケー ト調査結果まとめ

九州農業試験場 総合研究部 総合研究第 1チーム
1。 調査および集計方法
アンケート調査は、平成10年度に本試験を実施した青森県から鹿児島県までの44ヶ所の
試験場および普及センターの担当者を対象にした。調査方法は、別紙 1に示すアンケート
用紙を各担当者に配布し、8月 31日 を目途に回収して集計した。なお、アンケートの項目
数がかなり多いため、集計項目は別紙 2に示す約20項目とした。

2.結果の概要
1)ア ンケート用紙の回収結果 :

アンケート用紙は5ヶ所が未回収となり、回収率は88,6%と なつた。ただし、lヶ所につ
き異なる圃場や試験区の設定があつたり、現地試験では複数農家を対象とした試験が実施
された結果、一人の担当者が複数枚のアンケート用紙を返送したことから、回収されたア
ンケートは全体で57部となった。
2)試験に供試された圃場 :

試験に供試された園場の総面積は67ha以上、総数は約240枚であった。その他、主要な
作業条件および試験結果の最大最小値および平均値を表 1に示した。
3)播種後の落水期間 :

播種後の落水は全ての試験で実施されており、最小期間は1日 、最大期間は25日 、平均
期間は8.7日 であった。落水期間の頻度分布は図1の ようになり、7～ 10日 間の間で最も高
い頻度を示した。
4)播種前の代かき回数 :

播種前の代かき回数は最小0回、最大3回、平均1.4回であつた。頻度分布は図2の ように
なり、1～2回が最も多かった。
5)苗立率 :

苗立率は最小30%、 最大96%、 平均69.4%であった。頻度分布は図3のようになり、70%台
および80%台で最も多かった。
6)出芽深度 :

出芽深度は平均9.03mmで、頻度分布は図4のようになり、5～8mmと 10～ 12mmの 2つの山が
見られた。苗立率と出芽深度の関係は図5のようになった。種子埋没率 (ア ンケート項目4
-7で、播種された種子がほとんど見えない場合を100%、 一部見える場合を80%、 半分見え
る場合を50%、 ほとんど見える場合を30%と する)と 出芽深度の関係は図6のようになった。
図では、種子埋没率が高いほど出芽深度が深い傾向は見られるものの、種子埋没率から出
芽深度を推定することは不可能であると思われた。

3.機械等の トラブルについて
1)種子導管等にカルパーや種子が詰まって播種できない トラブルが 10件程度あった。
この事例は大部分降雨時作業で報告されていた。
2)播種ロールのプラシが摩耗 したという報告が3件あった。この結果は、播種量の増
加や点播形状の悪化につながっていた。
3)6条用播種機では隣接工程へ泥の影響があるという報告が8件程度あった。また、極
端な例ではあるが、ハロー幅が後輪より狭く轍の後消しが不完全であるといった事例が見
られた。
4)マーカー或いはサイ ドマーカーを独自に取り付けた例が3件見られた。
5)畦畔で打込管に上がつまる例が見られた。

ヽ

_ヽ
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4.要望事項等
1)播種量の増加。播種量の調節を簡易化。
2)点播精度向上。
3)ウイングハローヘの播種機装着。
4)種子つまり時にブザーが鳴るようにする。
5)作業速度向上。
6)マーカー必要。
7)コ シヒカリ希望おおいので栽培試験例欲しい。
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1999年 3月

平成10年度「代かき同時土中点播直播試験」最終アンケート調査結果まとめ

九州農業試験場 総合研究部 総合研究第 1チーム

1二 調査および集計方法
最終アンケート調査は、平成10年度に本試験を実施した青森県から鹿児島県までの44
ケ所の試験場および普及センターの担当者を対象にしました。調査方法は、アンケート
用紙を各担当者に配布し、フアックスで送っていただき集計しました。

2.結果の概要
1)ア ンケート用紙の回収結果 :

アンケート用紙は4ヶ所が未回収となり、回収率は90。 9%と なりました。ただし、lヶ
所につき異なる圃場や試験区の設定があったり、′現地試験では複数農家を対象とした試
験が実施された結果、一人の担当者が複数枚のアンケート用紙を返送したことから、回
収されたアンケートは全体で58部となりました。
2)雑草防除について :

防除回数は2回程度で、施用時期は1回 目が播種後約10日 日、2回 目が播種後約30日 目
でした。防除効果は関東以北では極大～大、以南では大～中とやや劣り、薬害はほとん
ど見られませんでした。播種後落水管理の日数は平均10日で、問題点としては、落水時
の降霜が心配 (青森 )、 排水不良圃場で降雨で湛水 (岩手)、 落水で雑草増加 (山形、福
岡、宮崎)、 圃場均平不良で雑草発生 (福岡、鹿児島)、 などが見られました。
発芽率向上やスクミリンゴガイ被害回避のためにはなるべく長く落水したい、しかし、
圃場が不均平では落水もできず、降雨があると落水中でも水がたまる、湛水時期を逸す
ると除草剤の効果が出ない等々、落水管理は圃場の均平が前提であると同時に湛水時期
の見極めが大切なようです。
3)倒伏状況について :

倒伏程度は品種によって異なり、コシヒカリではかなりの倒伏が見られました。但し、
この原因は台風であるとする意見が多く、倒伏時期も出穂後30日 目頃で、作業や収量ヘ

の影響は無～少しであるとの結果が多かったようです。
4)施肥について :

施肥については、分施体系の方が多いものの、全量基肥体系も2～ 3割見られました。
施肥量合計の平均値は窒素で7.77kg/10aで、当該地域の移植の平均施肥量は8。 12kg、 直
播は7.62kgと いう結果でした。堆肥については、大部分が稲、麦わらを中心として活用
していました。コメントとしては、施肥体系が不明 (山形 )、 同時施肥要望 (長野、富

山、鹿児島)、 などが見られました。
5)水管理について :

水管理では、播種後落水で出芽率が向上するという意見が大部分を占め、落水管理が

作業上楽という意見も少なからず見られました。中干しは8割以上が実施し、中干し期
間は平均で約10日でした。漏水は8割程度が無し、2割程度が少しでした。
6)病虫害防除について :

点播で病虫害が増加したという意見が2割程度見られました。
7)ス クミリンゴガイについて :

被害有りは3件 (福岡、佐賀、熊本)で した。
8)鳥害について :

被害有りは4割に達し、被害面積も10～ 30%と なって相変わらず鳥害には手を焼いてい

ます。種類は雀が多いようですが、鳥も意外に多く見られます。対策としては、防鳥網、
釣り糸が多いようですが、防鳥網等は試験場内に限られるようです。
9)農家意見・要望
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1)機械に対する要望
機械に対する要望としては、播種量の増加 (特に寒冷地で)、 播種量調節の容易化、
点播精度 (形状)向上、センターマーカー付加、サイドマーカー付加、ウイングハロー
ヘの装着対応、雨天作業への対応方法確立、耐久性向上 (特に、プラシ、打込みディス
ク)、 耐久性明示、現場向きメンテナンス方法明示、播種量監視センサ付加 (播種され
ているかどうかの監視を含めて)、 作業速度向上、同時施肥機能付加、播種深度調節機
能付加、同時作溝機能付加、田植機 (または乗用管理機)へのオブション化、 トラクタ
(ロ ータリ)に よる泥より防止 (前工程に泥がかぶり出芽率が低下する)、 価格低下、
機械の軽量化、などがありました。
2)栽培技術に対する要望
栽培技術に対する要望としては、施肥法の確立、ウンカに対する防除体系確立、湛水
時期の判断基準の明確化、播種時期決定方法確立、などが挙げられています。
3)その他の要望
その他の要望として、各種播種様式の作業時間 。経営比較データが欲しい、オペレー

タの育成が重要、播種時の水量把握の容易化、荒代かき省略したい、前日代かき希望、
などがありました。

｀  3.要 望に対する 応 (機械・作業 )

`ヽ _

1)セ ンターマーカ

本年度で開発がほぼ終了した。ディスク状のマーカの上昇・下降を運転席から操作す
る方式。代かきロータリの上部左右に設置。電動シリンダ駆動方式。質量は全体で約
40kgの増加となる。
2)サイドマーカ
センターマーカがあれば不要と判断。
3)点播形状向上

本年度開発した新型ディスクケースにより点播形状向上。
4)作業速度向上

点播形状が向上した結果、1.Om/sまでの作業速度なら十分な点播形状が得られる予定。

但し、作業速度の増加は濁流発生を引き起こし点播形状悪化へと繋がるため、濁流発

生の少ない「水量の少ない代かき条件」と「ロータリ回転数の低下」が高速作業の必

要条件となる。現実には現在の播種ロールの回転数の上限が70rpmと なっているため、

株間20cmでは作業速度の上限は0。 7m/sと なる。播種ロールの回転数を100rpmまで増加

する必要あり。
5)雨天作業への対応方法確立

新型ディスクケースは種子導管入口以外からの雨漏が少ないと考えられ、この部分に

カバーを被せることにより雨による濡れを防止する。播種機全体濡れ対策については

メーカーに依頼。
6)耐久性向上

播種機のプラシと打込みディスクが当面の対象。但し、打込みデイスクの耐摩耗性向
上 (硬度向上)はカルバーの剥離を増加させることが明らかで、打込み方法の根本的
な変更の必要あり。
7)耐久性明示

検討中。
8)同時施肥機
本年度4個の施肥機 (約 120kgの肥料搭載可)を ロータリ上部に搭載して試験を実施し
たが、機械 (ト ラクタ33ps・ 8条 )の前後バランスが悪化するため採用中止。次年度
は播種機の施肥機能を用いた方法を検討する。
9)同時作溝機能

代かきロータリの均平板に取り付けてトラクタの轍跡に作溝を行う作溝器を現在試験

中。かなり硬い代かき土壌条件が前提となるため、作溝器による溝が形成される条件
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では播種深度の確保が問題となる。

10)播種量の増加

現在の播種ロールでは播種量の調節機能が小さいため、セルサイズを大きくして対応

するしかない。現在、カルバー2倍重のヒノヒカリでは、ロール回転数50rpmの条件で、

10× 15のセルで5～ 6粒/穴、10× 18のセルで7～8粒/穴が繰り出されており、12× 21の
セルで10粒/穴程度となると予想される。この播種ロールについてはこれがほぼ限界
で、新型の播種ロールを検討する必要がある。
11)播種深度調節機能
打込みディスクの回転数を変化させることによって打込み速度を変え、播種深度を調
節する方法について検討中。
12)ト ラクタ (ロータリ)に よる前工程への泥より防止
6条用播種機ではトラクタの幅とロータリの幅との兼ね合いから問題が多いと思われ
る。8条用では水量の適正化と耕深を10cm程度の浅めに設定することで解決できると
判断している。
13)田植機 (ま たは乗用管理機)へのオブション化
乗用管理機べの対応については現在検討中。この場合は植え代かきした圃場が対象と
なる。アンケートには、 トラクタの代わりに乗用管理機を用いて、ロータリの代わり
に均平板程度の器具と播種機を取り付けたらという意見もあるが、砂質土では午前中
に代かきしても午後にはかなり硬くなる場合もあり、簡易代かきは必要と判断してい

る。
14)播種量監視センサ付加
播種されているかどうかの検知は技術的には可能だが価格上昇に繋がる。種子が詰ま
らない構造、播種量が変化しない方法の検討を優先させる。
15)価格低下、機械の軽量化、現場向きメンテナンス方法明示
メーカーヘ要望。
16)ウ イングハローヘの装着対応
現在のところ考えていない。

生二墾望土週壁ヱ述量L(栽培技術)
1)施肥法の確立
土中点播水稲の施肥法に関しては九州農試でヒノヒカリを用いた試験の結果から,緩
効性肥料を用いた基肥全量施肥が適すること及びこのとき生育後半の肥効を中心とす
ることで籾数の増加による増収が達成されることが明らかとなつている。しかしなが

ら,施肥法については品種,気象条件に応じて変える必要があるため各条件に応じた
検討が必要となる。
2)ウ ンカ対策
ウンカ対策については移植の苗箱施薬に対応して,直播ではカルハ

°一コ…ティンク
゛
時にカルハ
°―

内にウンカ防除剤を混入させる方法が検討されていたが,本年より農薬登録が取得さ
れ使用可能となつた (アドマイヤー水和剤).
3)出芽後入水時期の判断基準
昨年の情報交流会において参加者の判断基準をお聞きしたところほとんどの方が出芽
揃い期に入水するとのことであつた。スクミリンコ

゛
力
゛
イやカモによる食害が危惧され,落水

状態の延長が必要となる場合を除き,あ る程度の出芽が確認されたら入水を行うこと
として良いと考える。
4)播種時期決定方法
播種時期の決定については,早限は一般的な直播の播種時期決定の目安となる日平均
気温13-14° Cを基準,晩限は各地域における出穂晩限を基準として作付け品種の早晩
性を考慮して決定する必要がある。

【
ヽ
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[毯 鮮 考

']

カルバー剤の変遅とカルバー粉粒剤のコーティング量について

カルパー普及会事務局  関口 賢二

過酸化カルシウムが農業用に使えるのではないかという発想は昭和43年に遡る。
過酸化カルシウムの用途について探していたところ、当時、農業技術研究所生理第 5研

究室の大田保夫室長が直播水稲の種子粉衣剤として研究していることが判明し、ご指導を

仰ぐことになった。コーティング量と苗立率・種子の埋没深度と苗立率等の基礎的な研究

が精力的に行われた。・ 。・ (注 1)

昭和 45年 12月 にカルパー研究会 (保土谷化学工業 。日本化薬・ 日本パーオキサイ ド
の 3社で構成)を設立し、昭和 47年から日本植物生育調節剤研究協会 (以後、植調と略
す)に試験を委託した。

昭和 49年には「実 。継」の判定を受けたが、普及上いくつかの問題点があり改善を加
えることとなった。

当時の「カルパー粉剤」は過酸化カルシウム50%品で、しかも、手作業でコーティン
グを行 うため、強度不足による剥離や作業性の点から普及性に問題があった。また、高濃

度のCa02と PVAの 混合物の安全性に問題があった。
その後、昭和 50年に石川県農業短期大学の中村喜彰教授によリバインダーとして焼石
膏をカルパーに添加すること及びコーティングマシンの提案があり、昭和 51年から昭和
55年にかけて「カルパー粉剤」として植調の委託試験を行った。その間、技術的にも普
及性にも日途が立ったことから昭和 51年 10月 にカルパー研究会をカルパー普及会と改
称した。委託試験では乾籾に対して 1:1を 中心に 1:0.5、 1:1.5、 1:2等 様々な比
率で検討されたが、種子の理没深 1～2cmの条件を考慮し、1:1で昭和53年 4月 に農薬
登録申請を行った。・・ 。(注 2)

昭和 55年 7月 に「カルパー粉剤」は農薬登録となった。「カルパー粉剤」の組成は次
の通りであった。

Ca 02   : 35%以 上
焼石膏   : 25%
その他鉱物質 : 40%

その間、初期除草剤についてはサンバード粒剤が昭和 56年に農薬登録となり、播種機
についてはヤンマー農機、クボタ、イセキ農機等で歩行型播種機が開発され、コーティン

グマシンも現在と同型のものが市販された。

こうした機運をもとに、昭和 58年に農水省が「先進的低コスト稲作技術確立実証モデ
ル事業」を3カ年の計画で行った。米の低コスト生産供給の可能性の実証が主眼であった。

この事業の終了後、昭和 60年 4月 に水稲直播栽培技術の確立と普及を目的として、「湛
水土壌中直播研究会」が設立された。また、昭和 59年から5年間、特定研究「地域低コ
スト稲作技術体系確立試験研究」が農研センター。地域農試・ 32公立試験研究機関で行
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われ、同じく3年間、特別研究「水稲直播栽培を中心とした先進的技術の確立」が農研セ

ンター 。地域農試・生物資源研で行われた。

この頃になると播種方式も多様化し、有人ヘリやミスト機を使った散播、播種機を用い

た条播が行われていたが、航空播種用に登録の適用拡大を行い、「カルパー粉粒剤 A」 を

開発した。有人ヘリから10mの高度で代かき田に播種する関係上、出来るだけ種子の埋
没深を確保するため、オリビンサンド (鋳物用の比重の重い砂)を混入し、コーティング

量も1:3(対 乾籾)と した。
カルパー粉粒剤 Aの組成

Ca02  : 11%
その他鉱物質 : 89%(焼 石膏 25%を含む)

昭和 03年_L翌防迭の立工が立上_=豊壁ヒ生二粉型_1立上Ω生旦二並立上が■塗物と判
定され、剤の変更を余儀なくされた。非危険物扱い製品とすべく改善を試みた結果、現在

市販している「カルパー粉粒剤 16」 を新たに登録取得した。「カルパー粉粒剤 16」 中

のCa 02濃度を 16%と し (非危険物 )、 乾籾に対して 2倍 (但 し、北海道は表面播種
のため同量)を コーティングし、Ca02と して「カルパー粉剤」と同量の35%に なる
ように設計した。なお、「カルパー粉粒剤 16」 はオリビンサンドを配合したことにより、

従来の「カルパー粉剤」よりはるかにコーティング作業が楽になった。

近年、落水出芽法の普及により出芽・苗立率が向上したが、以前は苗立率が極端に低く、

試験そのものが成り立たないケースが見られた。これには、コーティングの難しさやカル

パーに粘土や鉱物質を添加したためコーティング強度が低下し (農薬登録製品であること

から成分組成が決まつており、便宜上、後から担体を許容するだけの焼石膏を含んでいな

いため)播種時にコーティングが剥がれて土中に播種されず、播種後に鳥害を受けたり、

浮き苗となったりする種籾のが多くなることが大きく影響している。農薬登録で規定され

たコーティング量 (1:2)を きちんと守り、適正な播種量で落水出芽法等の栽培技術と
絡めて出芽・苗立ちの問題から早く脱却し、収量性の安定向上やコシヒカリの直播栽培等

のさらに質の高い問題にチャレンジするように期待したい。

直播栽培は省力・低コス ト技術と言われるが、それが強調されるあまり手抜き栽培とな

ってはならない。直播栽培としての基本的事項をきちんと守っていくことが成功への近道

と思う。・・・ (注 3)

直播栽培、特に湛水直播は平成 9年、 10年と500haづ つの伸びを示しているが、
生研機構で開発された太区画圃場向け播種機 。自動コーティング機・九州農試開発の点播

播種機等の普及や落水出芽法等の栽培技術と相まって、更に普及拡大することを願ってや

まない。

注)

1 太田保夫・中山正義 (1971):農 業及び園芸 46巻 6号 869頁
2 昭和 51～ 55年 カルパー委託試験資料集
3 「水稲湛水直播栽培の手引き」 (平成 10年度改訂版) 水稲直播研究会編
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水稲直播研究会事務局

東京都港区新橋 4丁目29番 6号
〒105Ю004   寺田ビル 3階
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TEL 03-3434-8177(1り
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